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10月29日現在（ ）内は前回比、男23,675 (-4）女26,292 (+12）計49,967 (+ 8） 世帯16,784 (+ 3) 
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平成4年度決算の状況う 

平成5年度（平成 5年9月30日現在） 

一般会計歳入歳出予算執行状況 

歳入歳出予算額180億2,216万5千円 

（繰越明許・逓次繰越含む） 
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歳 入 

収入済額 84億2,018万3千円 

収入率 46.7% 

収  

市の財政がどのように運営され、どのよ 

うな状況にあるかをお知らせします。 

五所川原市長 佐々木栄造 

今回は、平成 5 年度予算の執行状況と、平成 

4年度決算の状況をおしらせします。 

《
 

平成4年度 一般会計歳入歳出決算の状況（見込み） 
歳 入 区 分 収入済額 構成比（％〕 歳 出 区 分 支出済額 構成上ヒ（り，,) 

市 	 税 39億8,599万6千円 20.7 議 会 費 2億439万3千円 1.1 
地 方 譲 与 税 3億4,414万4千円 1.8 総 務 費 28億L213万5千円 14.8 
利 子 割 交 付 金 9,675万4千円 0.5 民 生 費 47億70万7千円 24.8 
特別地方消費税交付金 706万円 0.0 衛 生 費 12億5,581万6千円 6.6 
自動車取得税交付金 1億358万2千円 0.6 労 働 費 1億2,295万4千円 0.7 
地 方 交 付 税 62億6,159万9千円 32.6 農 林 水 産 業 費 9億3,483万6千円 4.9 
又通安全対策特別交付金 L162万3千円 0 一 1 商 エ 費 4億2,702万8千円 2.3 
分担金及び負担金 4億7,872万6千円 2.5 土 木 費 29億4,888万5千円 15.5 
使用料及び手数料 2億7,378万8千円 1一 4 消 防 費 7億7,935万7千円 4.1 
国 庫 支 出 金 33億8,096万9千円 17.6 教 育 費 29億2,632万5千円 15.4 

県 	支 	出 	金 8億8,964万9千円 4.6 災 害 復 旧 費 2億6,729万9千円 1.4 
財 	産 	収 	入 a248万6千円 0.3 公 債 費 15億5,872万7千円 8.2 
寄 	附 	金 85万円 0.0 諸 支 出 金 3,937万8千円 0.2 
繰 	入 	金 3億5,313万2千円 1.8 予 備 費 0千円 0.0 
繰 	越 	金 2億5,119万5千円 1.3 
諸 	収 	入 9億249万2千円 4.7 
市 	 債 18億1,930万円 9.5 

合 	 計 192億2,334万5千円 100.0 fr 計 189億7,784万円 100.0 

平成4年度 特別会計歳入歳出決算の状況（見込み） 

会 	計 	区 	分 収 	人 	済 	額 支 	出 	済 	額 

国民健康保険事業勘定 39億1,993万4千円 37億6,303万9千円 

老 	人 	保 	健 25億469万1千円 24億9,832万1千円 

高 等 看 護 学 院 6,551万 3千円 6,551万 3千円 

長者森平和公園造成事業 343万 9千円 305万 8千円 

下 	水 	道 	事 	業 14億7,748万 5千円 14億7,748万 5千円 

農 業 集 落 排 水 事 業 3億3,226万 9千円 3億3,226万 9千円 

平成 5年12月 1日 2 

市の財政がどのように運営され、どのよ

うな状況にあるかをお知らせします。
五所川原市長 佐々木栄造

今，，'1は、平成5年度予算の執行状況と、平成

4年度決算の状況をおしらせします。平成4年度決算の状況

平成 5年度 (平成5年 9月30日現在)

一般会計歳入歳出予算執行状況

歳入歳出予算額 180億2，216万5千円

(繰越明許・逓次繰越含む〉
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一般会計歳入歳出決算の状況(見込み)

歳入区分 収入済額 情成比例) 歳山 15<.分 支出済制 術成比(~，)

m 税 39位8，599万6千 /[/ 20.7 議 士4E』三 ~'i: 2{;l2A39万3千円 l.1 

I也 方 譲 上'}- 手見 3位、4，414万4千円 1.8 総 務 'i'~ 28億1，213万5千円 14.8 

利子割交 付 金 9，675万4千円 0.5 [~ 生 主E 47佑70万7千円 24.8 

特別地方消費税交付金 706万円 0.0 伶7 生 12位、5，581万6千円 6.6 

自動車取得税交 付 金 1 {.t(358万2千円 0.6 ヲ7 {IYJ ~ l偲2，295万4千円 0.7 
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番f 昨I 金 85万円 0.0 5お 支 lU 金 3，937万8千円 。目2

繰 入 金 3佑5，313万2千円 1.8 予 官iil 主主' O千円 0.0 

繰 越 金 2{g5，119万5千円 1.3 

諸 収 入 9佑249万2千円 4.7 

市 {点 18侭1，930万円 9.5 
i口L 192依2，334万5千円 100.0 Z「LI 百十 189イ!J:7，784万円 100.0 

平成4年度

特別会計歳入歳出決算の状況(見込み)
tdEL 三 言l' 区 分 ヰ又 人 済 客員 文 μl t斉 勾l

国民健康保険卒業勘定 39億 1，993万 4千円 3 7位 6，303万 9千ドl

老 人 {ぷ: 健 25佑 469万 1千川 24イロ9，832万 1 千 /'1

両 さ卒 者巾 1隻 学 院 6，551TJ3千円 6，55 1万 3千円

長者森平干fI公園造成'ff.;長: 343万 9 TI'J 305 7j 8千川

下 7/< 道 業 1 4イむ 7，748万 5千円 1 4似 7，748万 5千円

農業集滋:排水事業 3イむ3，226万 9千1'1 3俗 3，226万 9千円

2 平成5年12月 1~ 

平成4年度
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市債の状況 市民1人当り＝243,231円 
（平成 5 年 9月30日現在） 	1 世帯当り＝724,126円 

青森県市町村職員共済組合 

2億2.405万3干円（1.9%) 

青森県 

4億7.865万5干円（3.9%) 

中小企業退職金共済事業団 

8,838万円（0.7%) 

青森県市町村振興協会他 
1億4.554万1 千円（1.2%) 

公営企業
金融公庫 

25億 
乙992万円 

(20.8%) 

入 
総 

121億 
5,155万7千円 

郵政省 
28億7,471万円 

(23.7%) 

47億 
7.378万5干円 

(39.3%) 注
：
(
 
）
書
は
構
成
比
で
す
。
 

災害復旧債 
2億6,300万9干円（2 一 2%) 

農林水産業債 
5億4.974万7干円（4.5%) 

民生債 
6億7,083万7干円 

(5.5%) 

総務債 
6億 
乙943万円 

(5.6%) 

土木債
引憶 
470万9千円 
(50.3%) 

消防債 1億9.703万4干円0.6%) 

衛生債 9.815万6千円（0.8%) 

労働債他 
1億8,791万2干円（1.5%) 

（平成5年9月30日現在） 	1 世帯当り＝231,323円 

都市計画税 	 軽自動車税他 

1億2.259万4干円 	 4,872万5千円 
(8,978万5干円 73.2%) 	(5.593万4干円 114.8%) 

~＼ 市民税 

一薫税総額＼171!3.691万9干円

携3万5千円、I難費気 

I難5,992J65.9%)ノ 
固定資産税 

16億440万6干円 
O2億3,383万 

× 5干円 76.9%) 

3 平成 5年12月1日 
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市税の負担状況 I,', 一”・J一 I,り～ 市民1人当り＝ 77,7加円 

市たばこ税 
3憶6,919万 

1干円 
(2億388万2干円 

55.2%) 

平成 5年度特別会計歳入歳出予算の執行状況 

（平成 5年9月30日現在） 

会計区分 予 算
現在額 

収
済
 
入
額
 

収入率 
(%) 

支 出
済 額 

支出率 
(%) 

国民健康保険
事 業 勘 定 

37億 
3,880万 

4千円 

12億 
9,859万 

5千円 
34.7 

13億 
6,925万 

7千円 
36.6 

老 人 保 健 
25億 
4,100万 

4千円 

10億 
6,447万 

9千円 
41.9 

11億 
699万 
2千円 

43.6 

高等看護学院 
6,570万 

1千円 
280万円 4.3 乙954万 

5千円 45.0 

長者森平和
公園造成事業 

309万 
8千円 

299万 
2千円 96.6 119万 

5千円 38.6 

下水道事業 
14億 
4,285万 

6千円・ 
0
5
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J
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万
円
  

1.0 
4億 

1,692万 
2千円 

28.9 

農 業 集 落
排 水 事 業 

2億 
1,919万 

7千円 

152万 
9千円 0.7 4,054万 

1千円 18.5 

市 有 財 産 の 状 況 

（平成5年9月30日現在） 

土 	 地 3 ,435,015n'? 

う ち山林 191, 246n? 

建 	 物 208,572n? 

有 	価 	証 	券 L865万2千円 

出 資 に よ る 権利 1億890万円 

自 	動 	車 137台 

債 	 権 0千円 

五所川原市土地開発基金 4億4,015万8千円 

五所川原市財政調整基金 1億7,433万3千円 

五所川原市特別導入基金 236万8千円 

減 	債 	基 	金 1億7,794万4千円 

ふる さ と創生基金 1億8,305万円 

五所川原市地域福祉基金 1億8,256万4千円 

動 	 物（牛） 85頭 

―時借入金残高の状況 

月（末） 金 	 額 
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中小企業退職金共済事業団

8.838万円(07%)
青森県市町村振興協会他

1憶4.554方l干円(12%)

青森県市町村職員共済組合

2{意2.405万3千円(19%) 

青森県

4(17.865万5千円(39%)

量H政省、

28億7.471万円
(23.7%) 

災害復旧債

2億6.300万9千円(22%) 

農林水産業償

5i章4.974万7干円(4.5%)

民生慣

6{意7.083方7千円
(5.5%) 

総務慣

例章
7.943万円
(5.6%) 

衛生債 9.815万6千円(08%)

労働イ貴他

1(18.791万2千円(1.5%)

市税の負担状況 diL(1人当り=77.7岬 l
(平成5年9月30日現在) 1世郁 当り =231，3231"1

都市計画税

lV曹2.259万4千円
(8.978万5千円 732%) 

3 平成5年間 1日

平成5年度予算執行状況と

平成5年度特別会計歳入歳出予算の執行状況
(刊戊 5~ド 9JJ 30H現在)

n 

会計 1;>(分 i9f1P1在傾}~[ 収済 入額 収(入%率) 支済 額山 ;支(出%4)1|! 

|主IL(仏J!;1.Ji保険 37ftt 12イ12: 13{む
3，880)j 9，859万 34.7 6，925万 36.6 

'1;:業肋 A 4TI[1 5千円 7千円

25{む 10{n~ ll1J.t 
主人保健 4，100万 6，44777 41.9 699万 43.6 

4千円 9千ドl 2千円

ι:，等看護学院
6，5707i 280ヌゴ円 4.3 2，954万 45.0 

1-r1'1 5千円

長荷量採平和l 309万 299万 96.6 119万 38.6 
公硲l造成'11:業 8下円 2千円 5千円

14{U 1，505万
4{U 

下水道事業 4，285万 1.0 1，692万 28.9 
6千円

7千円 2千円

農 業 W， i等 2{芯: 152万 4，054万
1，919万 0.7 18.5 

排 水 '11=業 7千円
9千円 l千円

引
は
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市有財産の状況
(平成5年 9)J30日現在)

f主

土 地 3，435，015 m' 

うち山林 191 ，246m' 

建 物 208，572m' 

有 佃i E正 券 1，865万2千円

出資による権利 1億890万円

自 動 車 137台

債 権 0千円

五所川原市土地開発基金 4i意4，015万8千円

五所川原市財政調整基金 1信(7，433万3千円

五所川原市特別導入基金 236万8千円

減 債 基 金 l億7，794万4千円

ふるさと創生基金 l億8，305万円

五所川原市地域福祉基金 1{:昔、8，256万4千円

動 物(牛) 85頭

H
H
は
収
入
済
制
削
及
び
収
入
中
で
す

一時借入金 残 高 の 状 況

片(末) 金 額

4 。
5 。
6 。
7 。
8 。
9 。



高
校

生
が
 

日
市
議
会
議

員
に

ー
。
 

」
「高校
生
模擬
議
会機

津
市
民
の
汐
ご
掬
催
瓢
 

質問する五高の木村さん 

十

一
月
十
五
日
、
社
団
法
人
五
所
川
原
青
年
会
議
所

（
山口
俊
輔
理

事
長
）
主
催
に
よ
り
、
 高
校
生
に
よ
る
模
擬
議
会
と
、
 市
民
の
タ
べ
 

（
ー
n
G
〇
s
H
o
G
A
W
A
R
A
二
九
九
「
一）
が開
催
さ
れ
ま
し
た
0
 

高
校
生
模
擬
議
会
 

「ふ
る
さ
と
（
、
若
者
達
か
ら

メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

さ
れ
た
、高
校
生
模
擬
議
会
で
は
、
 

私
達
の
住
む
ふ
る
さ
と
を
も
っ
と

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
こ
の
六

カ
月
間
、
青
年
会
議
所
が
主
催
し
 
 

た
、ふ
る
さ
と
を
学
ぶ
「
ハ
ル
ニ
レ

塾
」
「火
ま
「
り
体
験
」
「T
o
k・l
o
 

探
検
ツ
ァ

ー
」
な
ど
で
研
修
を
積

ん
だ
、
市
内
六
高
校
か
ら
、
十
八

名
の
高
校
生
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

質
問
は
、
市
議
会
議
場
の
傍
聴

席
も
満
席
の
な
か
、
環
境
、福
祉
、
 

イ
ベ
ン
ト
、
農
業
、
医
療
、
等
、
 

生
活
に
密
着
し
た
問
題
が
、
次
々

に
出
さ
れ
、
佐
々
木
市
長
も
、
日

頃
の
「ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
 

の
銘
の
も
と
、
市
の
将
来
を
担
う

高
校
生
の
質
問
に
熱
心
に
耳
を
傾

け
、
 ー
ッ
ー
ッ
回
答
し
ま
し
た
。
 

＠
参
加
、
発
言
し
て
く
れ
た
高
校

生
は
、
次
の
方
々
で
す
。
 

五
所
川
原
高
等
学
校

（
木
村
麻
由

子
、
山
中
緩
奈
、
佐
々
木
智
里
）
 

五
所
川
原
工
業
高
等
学
校

（
対馬

弘
陽
、
今
雅
史
、
ユ
藤
峰
契
）
 

五
所
川
原
第
一
高
等
学
校

（
片
山

勇
一
、
 二
月
明
美
、
三
上
達
也
）
 

五
所
川
原
農
林
高
等
学
校
（
今
一
、
 
 笹

森
麗
史
、
対
馬
達
也
）
 

五
所
川
原
東
高
等
学
校

（
杉
沢
洋

子
小

山
内
圭
子
、佐
藤
「
ば
さ
）
 

五
所
川
原
商
業
高
等
学
校

（
成
田

薫
、
秋
田
真
奈
美
、
平
山
香
織
）
 

市
民

の
タ
べ
 

模
擬
議
会
に
出
席
し
た
高
校
生

と
、
市
民
と
が
一
緒
に
な
っ
て
、
 

ふ
る
さ
と
に
思
い
を
寄
せ
、
今
一

度
ふ
る
さ
と
を
語
り
合
い
ま
し
よ

う
、
を
テ
ー
マ
に
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
 

ー
ト
で
開
催
さ
れ
た
「
市
民
の
タ

べ
」
で
は
、
岩
木
川
の
は
ん
ら
ん

や
、
町
の
大
半
を
焼
失
し
た
一
一
度

の
大
火
災
と
闘
っ
た
人
々
の
苦
難

の
歴
史
を
綴
っ
た
ス
ラ
イ
ド
「
ハ

ル
ニ
レ

（
市の
木
）
と
共
に
」
が
 

曾
意

の
花
か
ご
）
 

上
映
さ
れ
、
現
在
の
街
並
み
か
ら

は
想
像
も
で
き
な
い
程
の
当
時
の

悲
惨
な
人
々
の
姿
を
目
の
前
に
す

る
と
、
会
場
か
ら
は
ど
よ
め
き
の

声
が
起
き
ま
し
た
。
 

参
加
し
た
高
校
生
も
、
「こ
の
半

年
間
の
研
修
で
得
た
貴
重
な
体
験

は
、
学
校
の
授
業
で
は
得
ら
れ
な

い
こ
と
で
、
新
し
い
目
で
ふ
る
さ

と
を
見
直
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
 

と
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。
 
 

小
粒
ほ
ど
辛
子
に
な
じ
む
秋
の
茄

子
 
野

村
 
と
し

寄
せ
る
波
そ
の
音
の
み
の
秋
思
か

な
 
対
馬
 

障
子

秋
の
ば
ら
栄
え
あ
る
こ
と
は
差
か

し
く
 
成
田
 
市

子

行
く
秋
や
門
出
に
母
の
舞
一扇
 

斉
藤
 
さ
だ

コ
ス
モ
ス
や
友
の
言
葉
の
お
だ
や

か
に
 

長
沢
 
幸
子

色
黒
は
わ
が
家
系
に
て
秋
茄
子
 

松
宮
 
梗
子

タ
か
げ
を
曳
い
て
野
面
の
秋
の
声
 

高
松
 
栄

紅
葉
な
す
木
々
や
い
く
と
せ
通
勤

す
 

小
野
 
郁
子

コ
ス
モ
ス
や
昔
を
語
る
土
手
の
道
 

小
栗
山
ひ
で

稲
光
晴
あ
る
和
菓
子
い
た
だ
け
り
 

斉
藤
今
日
子
 

笹
子
俳
句
会
提
供
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議長をつとめた五農の今さん 

,
 

,
 

＠
市
制
施
行
四
十
五
周
年
記
念
事
業
（
五
年
後
の
美
術
館
建
設
）
(
 

〇
青
森
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
（
株
）（
鈴木
和
雄
代
表
）
り
二
寸
万
円
。
 

⑥
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
鶴
谷
正
次
氏

（布
屋
町
二
九
）
H
五
千
円
。
〇
五
所
川
原
地
区
煎
茶
道
方
円
流

（
渋谷
藤
園
代
表
）
H
一
万
五
千
 

八
百
七
十
一
円
。
〇
五
所
川
原
第
一
中
学校
J
R
c
委
員
会

（
青少
年
赤
十
字
）
H
十
一
万
九
千
二
百
九
十
五
円
。
 

〇
中
三
五
所
川
原
店

（
中
村英
則
店
長
）
H
帽
子
他
二
十
七
点
。
〇
今
秀
子
氏

（
柳
町五
七
）
H
衣
類
五
十
点
。
 

高
校
生
が

日
市
議
会
議
員
に

。

十

一
月
十
五
日
、
社
団
法
人
五
所
川
原
青
年
会
議
所

(山
口
俊
輔
理

事
長
)
主
催
に
よ
り
、
高
校
生
に
よ
る
模
擬
議
会
と
、

市
民
の
夕
べ

(
l
n
G
O
S
H
O
G
A
W
A
R
A
，
一
九
九
三
)
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

た
、ふ
る
さ
と
を
学
ぶ
「
ハ
ル
ニ
レ

荊
」
「
火
ま
つ
り
体
験」「
T
O
k
--

。

傑
検
ツ
ア
l
」
な
ど
で
研
修
を
和

ん
だ
、
市
内
六
高
校
か
ら
、
十
八

名
の
高
校
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

質
問
は
、
市
議
会
議
場
の
傍
聴

席
も
満
席
の
な
か
、
環
境
、
福
祉
、

イ
ベ
ン
ト
、
農
業
、
医
療
、

等
、

生
活
に
密
着
し
た
問
題
が
、
次
々

に
山
さ
れ
、
佐
々
木
市
長
も
、
日

頃
の
「ま
ち

v

つ
く
り
は
人
づ
く
り
」

の
銑
の
も
と
、
市
の
将
来
を
担
う

口
校
生
の
質
問
に
熱
心
に
耳
を
傾

け
、

一
ッ
一

ッ
回
答
し
ま
し
た
。

@
参
加
、
発
言
し
て
く
れ
た
高
校

生
は
、
次
の
方
々
で
す
。

五
所
川
原
高
等
学
校

(
木
村
麻
由

子
、
山
中
緩
奈
、
佐
々
木
智
里
)

五
所
川
原
工
業
高
等
学
校

(
対
馬

弘
陽
、
今
雅
史
、
工
藤
峰
契
)

五
所
川
原
第
一
高
等
学
校

(片
山

勇

一
、

二
戸
明
美
、
三
上
達
也
)

五
所
川
原
農
林
高
等
学
校
(今

一
、

高
校
生
模
擬
議
会

「
ふ
る
さ
と
で

行
者
述
か
ら

メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
テ
l
マ
に
開
僻

さ
れ
た
、
両
校
生
模
擬
議
会
で
は
、

私
達
の
住
む
ふ
る
さ
と
を
も

っ
と

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
こ
の
六

カ
月
川
、
汗
年
会
議
所
が
主
催
し

質問する五高の木村さん

笹
森
麗
史
、
対
馬
達
也
)

五
所
川
原
東
高
等
学
校

(
杉
沢
洋

子
、
小
山
内
圭
子
、
佐
藤
つ
ば
さ
)

五
所
川
原
商
業
高
等
学
校

(成

m

r
A
、
秋
山
瓦
奈
美
、
平
山
芥
織
)

市
民
の
タ
ベ

模
擬
議
会
に
出
席
し
た
高
校
生

と
、
市
民
と
が

一
緒
に
な

っ
て
、

ふ
る
さ
と
に
思
い
を
寄
せ
、
今

一

度
ふ
る
さ
と
を
語
り
合
い
ま
し
ょ

う
、
を
テ
l
マ
に
ホ
テ
ル
サ
ン
ル

ー
ト
で
開
催
さ
れ
た
「
市
民
の
タ

ベ
」
で
は
、
岩
木
川
の
は
ん
ら
ん

や、

町
の
大
半
を
焼
失
し
た
二
度

の
大
火
災
と
闘
っ
た
人
々
の
苦
難

の
歴
史
を
綴
っ
た
ス
ラ
イ
ド

「ハ

ル
ニ
レ
(
市
の
木
)
と
共
に
」
が

善
意
の
犯
か
ご

上
映
さ
れ
、
現
在
の
街
並
み
か
ら

は
想
像
も
で
き
な
い
程
の
当
時
の

悲
惨
な
人
々
の
姿
を
自
の
前
に
す

る
と
、
会
場
か
ら
は
ど
よ
め
き
の

芦
が
起
き
ま
し
た
。

参
加
し
た
高
校
生
も
、
「
こ
の
半

年
間
の
研
修
で
得
た
貴
重
な
体
験

は
、
学
校
の
授
業
で
は
得
ら
れ
な

い
こ
と
で
、
新
し
い
目
で
ふ
る
さ

と
を
見
直
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

議長をつとめた五農の今さん
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小
粒
ほ
ど
辛
子
に
な
じ
む
秋
の
茄

子

野

村

と

し

寄
せ
る
波
そ
の
音
の
み
の
秋
思
か

な

対

馬

障

子

秋
の
ば
ら
栄
え
あ
る
こ
と
は
差
か

し

く

成

田

市

子

行
く
秋
や
門
出
に
母
の
舞
扇

費
藤
さ
だ

コ
ス
モ
ス
や
友
の
言
葉
の
お
だ
や

か

に

長

沢

幸

子

色
黒
は
わ
が
家
系
に
て
秋
茄
子

松

宮

積

子

タ
か
げ
を
曳
い
て
野
面
の
秋
の
声

高

松

栄

紅
葉
な
す
木
々
や
い
く
と
せ
通
勤

す

小

野

郁
子

コ
ス
モ
ス
や
昔
を
語
る
土
手
の
道

小
栗
山
ひ
で

稲
光
騎
あ
る
和
菓
子
い
た
だ
け
り

融
問
藤
今
日
子

。
市
制
施
行
四
十
五
周
年
記
念
事
業
(
五
年
後
の
美
術
館
建
設
)
へ

O
青
森
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
(株
)
(
鈴
木
和
雄
代
表
)
日
二
十
万
円
。

@
社
会
福
祉
協
議
会
へ

O
鶴
谷
正
次
氏

(
布
屋
町
二
九
)
H
五
千
円
。
O
五
所
川
原
地
区
煎
茶
道
方
円
流

(
渋
谷
藤
園
代
表

)
H
一
万
五
千

八
百
七
十

一
円
。
O
五
所
川
原
第
一
中
学
校
J
R
C
委
員
会

(
青
少
年
赤
十
字

)
H
十

一
万
九
千
二
百
九
十
五
円
。

O
中
三
五
所
川
原
庖

(
中
村
英
則
庖
長

)
H
帽
子
他
二
十
七
点
。
0
4
「
秀
子
氏

(
柳
町
五
七
)
リ
衣
類
五
十
点
。



子
供
会
の
育
成
、
町
内

会
の
行
事
へ
の
積
極
的
な

参
加
協
力
等
が
目
的
で
、
十
年
前
に
組
織
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
会
員
は
十
七
名
。
毎
月
一
回
の
ト
ラ
ン
プ

大
会
で
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。
 

上
平
井
町
だ
け
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
活
動

に
、
町
内
会
所
有
の
防
犯
灯
の
点
検
と
、
錆
た
場
合

は
、
塗
装
も
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
よ
う
。
 

町
内
に
、
今
年
の
夏
完
成
し
た
新
し
い
集
会
場
の

管
理
、
清
掃
に
も
協
力
、
町
内
の
弔
事
に
は
、
揃
い

の
ハ
ン
テ
ン
を
着
て
、
受
け
付
け
、
下
足
、
会
場
整

理
と
手
伝
っ
て
い
ま
す
。
 

数
年
前
か
ら
は
、
冬
に
な
る
と
、
町
内
の
ひ
と
り

暮
ら
し
の
老
人
の
家
の
屋
根
の
雪
お
ろ
し
も
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
 

「町
内
の
人
が
、
老
人
も
若
者
も
子
供
も
、
助
け

合
っ
て
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
っ
て
、
大
事
な
こ
と
で

す
ね
。
う
ち
の
方
の
会
は
そ
の
点
、
が
っ
し
り
し
て

い
ま
す
よ
。
毎
年
お
正
月
に
は
、
子
供
会
と
一
緒
に

も
ち
つ
き
大
会
を
し
ま
す
が
、
臼
と
キ
ネ
の
も
ち
つ

き
の
風
景
は
子
供
達
に
残
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
・

と
語
る
、
文
字
ど
う
り
、
ほ
の
ぽ
の
会
長
の
小
田
川

政
司
さ
ん
で
し
た
。
 

月1回の例会は、賑やか。 

昨年のもちつき風景 

青年部・婦人部 

訪問 -&)flhI内 

『防
犯
灯
の
点
検
、
塗
装
も
』
 

「
 
平
井
町
青

年
「
 

う
第
三
十

三
回
 

媛霧“
 
県
下

短
歌

大
会
開
催
 

五
所
川
原
短
歌
会

（番
場
允
映
会
長
）
で
は
市
民
総
合
文
化
祭
の

一
環
と
し
て
、
十
一
月
七
日
県
内
よ
り
八
十
余
名
の
参
加
を
得
て
、
 

第
三
十
三
回
県
下
短
歌
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

〇
宿
題
A

「当
季
雑
詠
」
 

〇
宿
題
B

「希
 
望
」
 

〇
席
題
 
「
駅
 
裏
」
 

総
合
順
位
 

一
位
 
市長
賞
・
蘭
菊
賞
 

大
平
 
洋
子

（
青
 森
）
 

二
位
 
市
議
会
議
長
賞
 

野
呂
 
富
枝
（
五
所川
原
）
 

三
位
 
市
教
育
長
賞
 

小
山
内
寿
一
 
（
森
 
田
）
 

四
位
 
商
工
会
議
所
会
頭
賞
 

開
米
 
藤
枝
（
五
所川
原
）
 

五
位
 
文
化
振
興
会
議
会
長
賞
 

山
谷
 
久
子
（
五
所川
原
）
 

六
位
 
県
歌
人
懇
話
会
長
賞
 

山
本
 
透
青
（
青
 
森）
 

七
位
 
東
奥
日
報
社
賞
 

兼
平
 
一
子
（
森
 
田）
 

八
位
 
陸
奥
新
報
社
賞
 

片
桐
よ
し
子
（
弘
 
前
）
 

九
位
 
下
山
 
チ
ェ
（
五
所川
原
）
 

十
位
 
前
橋
一
二
子
（
青
 森
）
 
 

席
題
賞
 
五
所
川
原
短
歌
会
長
賞

小
山
内
寿
一
 

宿
題
A

（
当季
雑
詠
）
の
高
点
歌

〇
青
立
ち
の
稲
の
分
藁
み
ゆ
る
ま

で
中
空
の
月
さ
む
く
照
ら
せ
り
 

大
平
 
洋
子

宿
題
B

（
希
望
）
の
高
点歌
 

〇
や
う
や
く
に
希
望
見
え
こ
し
農

を
継
ぐ
四
十
路
の
甥
の
嬰
る
日

決
る
 
野
呂
 

富
枝

席
題
「
駅
裏
」
の
高
点
歌
 

〇
口
づ
さ
む
ラ
ン
ボ
ー
哀
し
駅
裏

の
焼
鳥
に
お
う
路
地
の
青
春

小
山
内
寿
一

〇
駅
裏
の
屋
台
に
入
れ
ば
留
守
番

の
少
女
の
笑
顔
灯
の
下
に
浮
く

開
米
 
藤
枝

〇
癌
と
知
ら
ず
駅
裏
に
住
居
求
め

に
き
そ
の
夫
逝
き
て
十
五
年

浜
山
 
て
い
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五
所
川
原
短
歌
会
(
番
場
允
映
会
長
)
で
は
市
民
総
合
文
化
祭
の

一
環
と
し
て
、
十
一
月
七
日
県
内
よ
り
八
十
余
名
の
参
加
を
得
て
、

第
三
十
三
回
県
下
短
歌
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

O
宿
題
A

「
当
季
雑
詠
」

O
宿
題
B

「
希
望
」

O
席

題

「

駅

卓

」

総
合
順
位

位
市
長
賞
・
蘭
菊
賞

大

平

洋

子

(青

森

)

市
議
会
議
長
賞

野

呂

富

枝
(五
所
川
原
)

市
教
育
長
賞

小
山
内
寿

一
(
森

田

)

商
工
会
議
所
会
頭
賞

開
米
藤
枝
(
五
所
川
原
)

文
化
振
興
会
議
会
長
賞

山

谷

久

子
(
五
所
川
原
)

県
歌
人
懇
話
会
長
賞

山

本

透

青

(青

森

)

東
奥
日
報
社
賞

兼
平

一
子

(森

田

)

陸
奥
新
報
社
賞

片
桐
よ
し
子

(弘

前

)

下
山
チ
ヱ

(五
所
川
原
)

前
橋

二
一
子

(青

森

)

f立イ立
1m 
f立

五
位

六
位

七
f立

八
住

九
位

十
位

席
題
賞

五
所
川
原
短
歌
会
長
賞

小
山
内
寿

一

宿
題
A

(当
季
雑
詠
)
の
高
点
歌

O
青
立
ち
の
稲
の
分
措
み
ゆ
る
ま

で
中
空
の
月
さ
む
く
照
ら
せ
り

大

平

洋

子

宿
題
B

(希
望
)
の
高
点
歌

。
ゃ
う
や
く
に
希
望
見
え
こ
し
農

を
継
ぐ
四
卜
路
の
甥
の
婆
る
日

決

る

野

呂

富

枝

席
題

「
駅
裏
」

の
高
点
歌

O
口
づ
さ
む
ラ
ン
ボ
l
哀
し
駅
裏

の
焼
鳥
に
お
う
路
地
の
青
春

小
山
内
寿

一

O
駅
哀
の
屋
台
に
入
れ
ば
留
守
啓

の
少
女
の
笑
顔
灯
の
下
に
浮
く

開

米

藤

枝

O
癌
と
知
ら
ず
駅
裏
に
住
居
求
め

に
き
そ
の
夫
逝
き
て
十
五
年

浜
山
て
い
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育

て
よ
う
 
心
と
か
ら

た
と
思

い
や
り
 

第
十
三
回
少
年
の
主
張
発
表
大
会
 

市
長
賞
に
 
阿

部
信
利
君

（羽
野

木
沢
小
）
 

須
藤
幸

一
君

（五
所
川
原
第
ニ
中
）
 

少
年
達
の
健
や
か
な
成
長
を
希
い
、
十
一
月
五
日
、
働
く
婦
人
の

家
で
開
催
さ
れ
た
、
 「第
十
三
回
少
年
の
主
張
発
表
大
会
」
で
は
、
 

市
内
各
小
・
中
学
校
か
ら
、
原
稿
審
査
で
選
ば
れ
た
十
人
が
、
自
然

環
境
や
家
族
の
こ
と
な
ど
を
、
自
分
の
体
験
を
と
お
し
て
、
い
っ
し

ょ
う
け
ん
め
い
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

（
中
央小
六
年
）
、伊
藤
千
恵

（
「1
 

市
長
賞
廿
阿
部
信
利
（
羽
野
木
沢
 
好

中
二
年
）
、
小
野
彩
夏
（
五
四
 

小
六
年
）
、
須
藤
幸
一
 
（
五二
中
 

中
三
年
）
 

1
1一
年
）
 

保
護
司
会
奨
励
賞
廿
秋
本
佳
江
（
五
 

教
育
長
賞
廿
大
沢
梢
（
栄小
六
年
）
、
 
小
四
年
）
、
小
野
彩
夏
（
五
四
中
 

勝
浦
あ
や
子

（
五二
中
二
年
）
 

三
年
）
 

学
校
警
察
連
絡
協
議
会
長
賞
廿
小
 

B
B
s
会
奨
励
賞
廿
秋
元
佳
江
（
五
 

野
佑
輔
（
鶴
ケ
岡
小
六
年
）
、
野
 

小
四
年
）
、
野
口
晶
代
（
五
三
中
 

口
晶
代
（
五
一一
一中
一
一
年）
 

一
一年
）
 

青
少
年
問
題
協
議
会
長
賞
廿
秋
元
 

市
長
賞
に
輝
い
た
一一人
の
作
文
を
 

佳
江
（
五
小
四
年
）
、
三
和
大
蔵
 
紹

介
し
ま
す
〕
 

《
「
自
然

を
守

ろ

”つ

一
 

ー
驚
‘
 

羽
野木
沢
小
学校
六
年
 

ー
 

喝
 

阿
 
部
 
信
 
利
君
 

ぼ
く
が
い
つ
も
見
か
け
る
事
で

す
が
、道
路
わ
き
ゃ
道
路
な
ど
に
、
 

ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
ま
す
0
ぼ
く
は

い
つ
も
、
す
ご
い
ゴ
ミ
の
量
だ
な

あ
、
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
 き

っ
と
、
お
か
し
を
食
べ
終
わ
っ
て
、
 

道
路
わ
き
に
ポ
イ
捨
て
し
た
り
、
 

ま
た
、
大
人
だ
っ
た
ら
、
ジ
ュ

ー
 

ス
を
飲
ん
だ
あ
と
、
車
の
窓
か
ら

ポ
イ
捨
て
し
た
ん
だ
ろ
う
な
あ
と

思
い
ま
す
。
ぼ
く
は
、
ほ
と
ん
ど
、
 

食
べ
終
わ
っ
た
ら
、
ゴ
ミ
を
家
に

持
ち
帰
る
か
、
近
く
の
く
ず
か
ご

に
捨
て
た
り
し
て
い
ま
す
。
自
分

の
庭
で
な
い
か
ら
、
捨
て
て
し
ま

う
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
と
感
じ
ま

す
。
も
し
、
そ
の
人
た
ち
が
、
自

分
の
庭
に
ゴ
ミ
を
捨
て
ら
れ
た
ら
、
 

ど
ん
な
気
持
ち
に
な
る
で
し
ょ
う

か
。
 

今
、
ぼ
く
た
ち
の
学
校
で
は
、
 

一
年
に
二
回
、
春
と
秋
に
道
路
清

掃
を
や
っ
て
い
ま
す
。
 ぼ
く
が
三
 
 

年
生
の
こ
ろ
に
は
、
肥
料
袋
一
ふ

く
ろ
で
足
り
た
く
ら
い
の
ゴ
ミ
の

量
だ
っ
た
の
に
、今
年
の
春
に
は
、
 

肥
料
袋
二
、
三
ぶ
く
ろ
の
量
に
ふ

え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
三
年
生
の

こ
ろ
と
比
べ
る
と
、
だ
ん
だ
ん
ゴ

ミ
が
増
え
て
き
て
い
る
事
が
分
か

り
ま
す
0
 

ぼ
く
は
、
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
て

い
る
場
所
で
、
ち
ょ
っ
と
疑
間
に

思
っ
て
い
る
事
が
あ
り
ま
す
。
 ぽ

く
の
家
の
近
く
の
森
の
所
に
、ぎ

の
付
近
に
ゴ
ミ
を
捨
て
る
と
、
法

律
に
よ
り
処
罰
さ
れ
ま
す
。』
と
い

う
か
ん
ば
ん
が
立
っ
て
い
ま
す
が
、
 

大
量
の
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
 な
ぜ
、
こ
う
い
う
か
ん
ば
ん

が
立
っ
て
い
る
の
に
、
ゴ
ミ
を
捨

て
る
ん
だ
ろ
う
、
な
ん
で
、
ゴ
ミ
 

を
捨
て
た
人
を
処
罰
し
な
い
ん
だ

ろ
う
、
と
、
な
ぜ
か
考
え
こ
ん
で

し
ま
い
ま
す
。
ぽ
く
が
小
さ
い
こ

ろ
に
は
、
ゴ
ミ
が
ー
つ
も
な
い
、
 

き
れ
い
な
森
だ
っ
た
の
に
、
現
在

で
は
、
ゴ
ミ
で
あ
れ
は
て
た
森
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
大
人
ほ

ど
、
こ
う
い
う
事
に
無
関
心
に
な

っ
て
い
る
よ
う
に
、
ぼ
く
は
思
い

ま
す
。
 

今
、
全
国
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
 
 

運
動
が
あ
ち
こ
ち
で
行
わ
れ
て
い
 
6
 

ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
は
、
使

わ
れ
な
く
な
っ
た
物
を
、
も
う
一

度
使
え
る
よ
う
に
し
よ
う
と
行
っ

て
い
る
事
で
す
が
、
ぼ
く
は
、
こ

の
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
は
、
本
当
に

い
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
、
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
は
、
自
然

を
守
る
た
め
に
も
行
っ
て
い
る
事

だ
と
思
う
か
ら
で
す
。
ゴ
ミ
を
捨

て
る
事
は
、
自
然
を
よ
ご
し
て
い

く
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ゴ

ミ
の
中
に
は
、
ま
だ
使
え
そ
う
な

物
も
混
じ
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
使

え
そ
う
な
古
い
物
を
捨
て
て
、
新

し
い
物
を
買
う
、
こ
う
い
う
よ
う

な
心
は
一
番
良
く
な
い
と
思
い
ま

す
。
 一
人

一
人
の
な
に
げ
な
い
行

動
が
自
然
を
よ
ご
し
て
い
く
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 テ
レ
ビ
の

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
な
ど
で
は
、
こ
の

ま
ま
で
は
十
年
後
、
ゴ
ミ
は
二
十

％
も
増
え
て
し
ま
う
、
と
出
て
い

ま
す
。
 そ
の
ゴ
ミ
の
お
か
げ
で
、
 

川
や
海
が
よ
ご
れ
、
魚
や
ホ
タ
ル

な
ど
が
住
め
な
く
な
っ
て
い
る
の

も
現
実
で
す
。
 

み
な
さ
ん
は
、
自
然
と
ゴ
ミ
の

関
係
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
て
い

ま
す
か
。
 ム
ダ
な
事
は
し
て
い
な
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少
年
達
の
健
や
か
な
成
長
を
希
い
、
十
一
月
五
目
、
働
<
婦
人
の

家
で
開
催
さ
れ
た
、

「第
十
三
回
少
年
の
主
張
発
表
大
会
」
で
は
、

市
内
各
小
・
中
学
校
か
ら
、
原
稿
審
査
で
選
ば
れ
た
十
人
が
、
自
然

環
境
や
家
族
の
こ
と
な
ど
を
、
自
分
の
体
験
を
と
お
し
て
、
い
っ
し

ょ
う
け
ん
め
い
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(中
央
小
六
年
)
、
伊
藤
千
恵

(三

市
長
賞
リ
阿
部
信
利

(羽

肝

木

沢

好

中
二
年
)
、
小
肝
彩
夏
(
五
同

小
六
年
)
、
須
藤
幸

一
(
五
二
中

中

三
年
)

三
年
)

保
護
司
会
奨
励
賞

l
秋
本
佳
江
(
五

教
育
長
賞
リ
大
沢
附
(栄
小
六
年
)、

小

四
年
)
、
小
野
彩
夏

(五
回
中

勝
浦
あ
や
子
(
五
二
中
二
年
)

三
年
)

学
校
警
察
連
絡
協
議
会
長
賞

l
小

B
B
S
会
奨
励
賞
リ
秋
元
佳
江
(
五

肝
佑
輔

(鶴
ヶ
岡
小
六
年
)
、
肝

小
同
年
)
、
野
口
品
代

(
五
三
中

門円
川
代

(五
三
巾
二
年
)

二

年
)

青
少
年
問
題
協
議
会
長
賞
H

秋
元

市
長
賞
に
輝
い
た
二
人
の
作
文
を

佳
江
(
五
小
同
年
)
、
三
和
大
蔵

紹
介
し
ま
す
。

「
自
然
を
守
ろ
う
」

羽
野
木
沢
小
学
校
六
年

阿

部

信

利

君

(羽

野

木

沢

小

)

(五
所
川
原
第
二
中
)

ぼ
く
が
い
つ
も
見
か
け
る
事
で

す
が
、
道
路
わ
き
や
道
路
な
ど
に
、

ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
ま
す
。
ぼ
く
は

い
つ
も
、
す
ご
い
ゴ
ミ
の
呈
だ
な

あ
、
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
き

っ
と
、
お
か
し
を
食
べ
終
わ

っ
て
、

道
路
わ
き
に
ポ
イ
捨
で
し
た
り
、

ま
た
、
大
人
だ
っ
た
ら
、
ジ
ュ

ー

ス
を
飲
ん
だ
あ
と
、
車
の
窓
か
ら

ポ
イ
捨
て
し
た
ん
だ
ろ
う
な
あ
と

思
い
ま
す
。
ぼ
く
は
、
ほ
と
ん
ど
、

食
べ
終
わ
っ
た
ら
、
ゴ
ミ
を
家
に

持
ち
帰
る
か
、
近
く
の
く
ず
か
ご

に
捨
て
た
り
し
て
い
ま
す
。

白
分

の
庭
で
な
い
か
ら
、
捨
て
て
し
ま

う
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
と
感
じ
ま

す
。
も
し
、
そ
の
人
た
ち
が
、
自

分
の
庭
に
ゴ
ミ
を
捨
て
ら
れ
た
ら
、

ど
ん
な
気
持
ち
に
な
る
で
し
ょ
う

ヵ。
今
、
ぼ
く
た
ち
の
学
校
で
は
、

一
年
に
二
回
、
春
と
秋
に
道
路
清

掃
を
や

っ
て
い
ま
す
。
ぼ
く
が
三

年
生
の
こ
ろ
に
は
、
肥
料
袋

一
ふ

く
ろ
で
足
り
た
く
ら
い
の
ゴ
ミ
の

主
だ
っ
た
の
に
、
今
年
の
春
に
は
、

肥
料
袋
二
、
三
ぶ
く
ろ
の
主
に
ふ

え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
三
年
生
の

こ
ろ
と
比
べ
る
と
、
だ
ん
だ
ん
ゴ

ミ
が
増
え
て
き
て
い
る
事
が
分
か

り
ま
す
。

ぼ
く
は
、
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
て

い
る
場
所
で
、
ち
ょ
っ
と
疑
問
に

思
っ
て
い
る
事
が
あ
り
ま
す
。
ぼ

く
の
家
の
近
く
の
森
の
所
に
、
『こ

の
付
近
に
ゴ
ミ
を
捨
て
る
と
、
法

律
に
よ
り
処
罰
さ
れ
ま
す
。』

と
い

う
か
ん
ば
ん
が
立

っ
て
い
ま
す
が
、

大
量
の
ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
な
ぜ
、
こ
う
い
う
か
ん
ば
ん

が
立
っ
て
い
る
の
に
、
ゴ
ミ
を
捨

て
る
ん
だ
ろ
う
、
な
ん
で
、
ゴ
ミ

を
捨
て
た
人
を
処
罰
し
な
い
ん
だ

ろ
う
、
と
、
な
ぜ
か
考
え
こ
ん
で

し
ま
い
ま
す
。
ぼ
く
が
小
さ
い
こ

ろ
に
は
、
ゴ
ミ
が

一
つ
も
な

い、

き
れ
い
な
森
だ
っ
た
の
に
、
現
在

で
は
、
ゴ
ミ
で
あ
れ
は
で
た
森
に

な
っ
で
し
ま
い
ま
し
た
。
大
人
ほ

ど
、
こ
う
い
う
事
に
無
関
心
に
な

っ
で
い
る
よ
う
に
、
ぼ
く
は
思
い

ま
す
。

A
7
、
全
国
で
は
、

リ
サ
イ
ク
ル

運
動
が
あ
ち
こ
ち
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
は
、
使

わ
れ
な
く
な

っ
た
物
を
、
も
う

一

度
使
え
る
よ
う
に
し
よ
う
と
行
っ

て
い
る
事
で
す
が
、
ぼ
く
は
、
こ

の
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
は
、
本
当
に

い
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
、
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
は
、
自
然

を
守
る
た
め
に
も
行
っ
て
い
る
事

だ
と
思
う
か
ら
で
す
。
ゴ
ミ
を
捨

て
る
事
は
、
白
然
を
よ
ご
し
て
い

く
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ゴ

ミ
の
中
に
は
、
ま
だ
使
え
そ
う
な

物
も
混
じ

っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
使

え
そ
う
な
古
い
物
を
捨
て
で
、
新

し
い
物
を
買
う
、
こ
う
い
う
よ
う

な
心
は

一
番
良
く
な
い
と
思
い
ま

す
。
一

人

一
人
の
な
に
げ
な
い
行

動
が
自
然
を
よ
ご
し
て
い
く
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
テ
レ
ビ
の

コ
マ

ー
シ
ャ

ル
な
ど
で
は
、
こ
の

ま
ま
で
は
ト
年
後
、
ゴ
ミ
は
二
十

%
も
増
え
て
し
ま
う
、
と
出
て
い

ま
す
。
そ
の
ゴ
ミ
の
お
か
げ
で
、

川
や
海
が
よ
ご
れ
、
魚
や
ホ
タ

ル

な
ど
が
住
め
な
く
な
っ
て

い
る
の

も
現
実
で
す
。

み
な
さ
ん
は
、
自
然
と
ゴ
ミ
の

関
係
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
で
い

ま
す
か
。
ム
ダ
な
事
は
し
て
い
な
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、
育
て
よ
う
、
心
と
か
ら
だ
と
思
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い
で
し
ょ
う
か
。
自
分
た
ち
で
物
 

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
 

を
大
切
に
し
、
ゴ
ミ
を
あ
ま
り
出
 

ま
す
。
 

さ
な
い
事
が
、
自
然
を
守
る
事
に
 

  

「父
を
目
標
と
し
て
」
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あ
な
た
達
は
、
自
分
の
父
を
ど

う
思
っ
て
い
ま
す
か
。
僕
は
父
を

尊
敬
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
、
 

自
分
の
進
路
を
考
え
た
時
、
僕
は
、
 

父
を
自
分
の
目
標
と
し
て
、
将
来

へ
の
道
を
進
ん
で
み
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
 

「
べ
つ
に
無
理
し
て
ま
で
や
ら

な
く
て
も
い
い
。
 た
だ
自
分
が
今

一
番
や
り
た
い
こ
と
を
や
れ
ば
い

い
。
で
も
自
分
が
好
き
で
や
る
の

な
ら
な
に
も
も
ん
く
は
い
わ
な
い
．
 

進
路
に
つ
い
て
相
談
し
た
時
、
父

は
僕
に
こ
う
言
い
ま
し
た
。
 

父
は
調
理
師
で
す
。
僕
が
小
学

校
の
頃
、
自
分
の
店
を
も
ち
、
そ

の
後
ず
っ
と
店
を
き
り
も
り
し
て

い
る
姿
を
見
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
父
が
調
理
師
に
な
る
た
め
に
 
 

ど
ん
な
努
力
を
し
、
苦
労
を
し
て

き
た
か
、
僕
た
ち
に
話
し
て
く
れ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
 

父
は
高
校
卒
業
後
、
家
で
農
業

を
や
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
 
「今

の
ま
ま
で
は
自
分
で
や
り
た
い
「
」
 

と
を
何
も
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

う
cj
と
思
い
、
調
理
師
に
な
る
こ

と
を
決
心
し
て
東
京
へ
行
き
ま
し

た
。
昼
は
料
理
関
係
の
仕
事
、
夜

は
専
門
学
校
で
の
勉
強
を
続
け
て
、
 

資
格
を
取
り
、
さ
ら
に
調
理
師
の

見
習
い
と
し
て
朝
か
ら
夜
ま
で
と

て
も
厳
し
い
修
業
を
続
け
て
き
た

そ
う
で
す
。
 例
え
ば
、
さ
ら
洗
い

か
ら
店
の
掃
除
、
配
達
、
後
片
付

け
。
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
体

中
が
痛
く
な
る
ほ
ど
仕
事
を
し
て

き
た
の
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、
汗
 
 

水
た
ら
し
て
仕
事
に
打
ち
こ
み
な

が
ら
、
 一
つ
で
も
多
く
の
も
の
を

覚
え
よ
う
と
必
死
に
勉
強
を
し
た

そ
う
で
す
。
そ
れ
こ
そ
、
遊
ぶ
暇

も
な
く
、
寝
る
暇
も
な
か
っ
た
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
 

は
じ
め
て
こ
の
話
を
聞
い
た
時

は
小
学
校
四
年
生
か
五
年
生
の
時

で
、
ち
ょ
っ
と
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
何
故
そ
ん
な
に
苦
し
い
思
い

を
し
て
ま
で
続
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
、
そ
ん
な
に
つ
ら
い
の

な
ら
や
め
て
し
ま
え
ば
よ
か
っ
た

の
に
と
考
え
も
し
ま
し
た
。
で
も

そ
の
う
ち
に
僕
は
そ
の
中
に
、
過

酷
な
こ
と
に
立
ち
向
か
い
、
自
分

の
決
め
た
道
を
き
ち
ん
と
進
ん
で

い
っ
た
父
の
偉
大
さ
を
見
た
よ
う

な
気
が
し
た
の
で
す
。
そ
し
て
き

っ
と
、
そ
ん
な
厳
し
い
時
期
を
す

ご
し
て
き
た
こ
と
で
、
父
の
、
仕

事
へ
の
責
任
感
や
忍
耐
力
が
生
ま

れ
た
の
だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
 

僕
は
父
の
仕
事
を
手
伝
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
初
め
の
う
ち

は
何
を
や
っ
て
も
う
ま
く
い
か
ず
、
 

何
度
も
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
ー
 

つ
ー
つ
が
ん
ば
っ
て
作
り
ま
し
た
。
 

そ
し
て
そ
の
う
ち
に
僕
は
、
料
理
 
 

,
 

を
作
っ
て
人
を
喜
ば
せ
る
と
い
う

こ
と
が
、
と
て
も
楽
し
く
思
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。
 

上
手
に
な
り
た
く
て
、
料
理
が
で

き
た
こ
と
で
満
足
し
て
い
た
の
で

す
が
、
家
族
に
自
分
の
作
っ
た
料

理
を
試
食
さ
せ
た
と
き
、
 
「
お
い

し
い
」
 
と
いい
な
が
ら
食
べ
る
姿

を
見
て
い
て
僕
の
ほ
う
で
も
な
ん

だ
か
楽
し
く
思
え
て
き
た
の
で
す
。
 

料
理
を
作
る
と
い
う
こ
と
が
こ
ん

な
に
も
楽
し
い
こ
と
で
、
人
を
喜

ば
せ
る
と
い
う
こ
と
が
う
れ
し
い

こ
と
を
知
っ
た
の
で
す
。
僕
は
こ

の
よ
う
な
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
調

理
師
に
な
り
た
い
と
い
う
夢
を
ふ

く
ら
ま
せ
て
い
っ
た
の
で
す
。
 

今
の
父
は
今
ま
で
の
苦
し
い
「」
 

と
を
乗
り
切
っ
て
き
た
と
い
う
自

分
へ
の
自
信
に
あ
ふ
れ
、
未
来
へ

の
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
毎
日
仕

事
に
励
ん
で
い
ま
す
。
僕
も
将
来

を
考
え
る
に
あ
た
り
、
 一
つ
の
決

心
を
し
ま
し
た
。
 
「僕
も
父
と
同

じ
道
を
歩
ん
で
み
た
い
。
そ
し
て

い
つ
の
日
か
、
父
と
一
緒
に
店
で

働
き
た
い
。」
と
、
も
ち
ろ
ん
、
簡

単
な
こ
と
で
は
な
い
し
、
生
半
か

で
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
も
覚

悟
し
て
い
ま
す
。
 ま
た
料
理
だ
け
 
 

で
な
く
、
機
械
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
 

ー
に
つ
い
て
な
ど
、
覚
え
た
い
こ

と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
 い
ろ

ん
な
こ
と
を
吸
収
し
な
が
ら
、
父

の
よ
う
に
な
れ
た
ら
、
と
思
う
の

で
す
。
 

一
つ
の
目
標
を
も
っ
て
そ
れ
に

向
か
っ
て
い
く
と
い
』2

」と
は
、
 

と
て
も
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
な
に
も
考
え
ず
に
こ
の

さ
き
進
路
を
選
ん
だ
と
し
て
も
、
 

な
ん
の
得
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
 

た
と
え
困
難
な
こ
と
で
も
途
中
で

あ
き
ら
め
て
し
ま
わ
ず
に
、
 一
日

で
も
早
く
目
的
を
実
現
で
き
る
よ

う
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
日
か
ら
僕
は
自
分
の

目
標
に
対
し
て
一
歩
ず
つ
進
み
だ

し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
の
で

す
。
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い
で
し
ょ
う
か
。
円
分
た
ち
で
物

を
大
切
に
し
、
ゴ
ミ
を
あ
ま
り
山

さ
な
い
事
が
、
自
然
を
守
る
事
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

「
父
を
目
標
と
し
て
」

あ
な
た
速
は
、
向
分
の
父
を
ど

う
思

っ
て

い
ま
す
か
。
僕
は
父
を

尊
敬
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
今
、

円
分
の
進
路
を
考
え
た
時
、
伐
は
、

父
を
円
分
の
目
標
と
し
て
、
将
来

へ
の
道
を
進
ん
で
み
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

「
べ
つ

に
縦
一周
し
て
ま
で
や
ら

な
く
て
も
い
い
。
た
だ
門
分
が
A
7

一
得
や
り
た
い
こ
と
を
や
れ
ば
い

い
。
で
も
円
分
が
好
き
で
や
る
の

な
ら
な
に
も
も
ん
く
は
い
わ
な
い
己

進
路
に
つ

い
て
相
談
し
た
時
、
父

は
伐
に
こ
う
一言

い
ま
し
た
。

父
は
調
珂
附
で
す
。
伐
が
小
学

校
の
頃
、
円
分
の
府
を
も
ち
、
そ

の
後
ず
っ
と
府
を
き
り
も
り
し
て

い
る
遂
を
けん
で
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
父
が
調
珂
師
に
な
る
た
め
に 五

所
川
原
第
二
中
学
校
三
年

須

藤

幸

君

ど
ん
な
努
力
を
し
、
苦
労
を
し
て

き
た
か
、
僕
た
ち
に
話
し
て
く
れ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

父
は
日
校
卒
業
後
、
家
で
農
業

を
や

っ
て
い
た
の
で
す
が
、
「
今

の
ま
ま
で
は
向
分
で
や
り
た
い
こ

と
を
何
も
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま

う
己
と
思
い
、
調
珂
仰
に
な
る
こ

と
を
決
心
し
て
東
京
へ
行
き
ま
し

た
。
宜
は
料
理
関
係
の
仕
事
、
夜

は
惇
門
学
校
で
の
勉
強
を
続
け
て
、

資
格
を
取
り
、
さ
ら
に
調
珂
師
の

見
習
い
と
し
て
明
か
ら
夜
ま
で
と

て
も
厳
し
い
修
業
を
続
け
で
き
た

そ
う
で
す
。
例
え
ば
、
さ
ら
洗
い

か
ら
席
の
掃
除
、
配
達
、
後
片
付

け
。
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
体

中
が
州
く
な
る
ほ
ど
仕
事
を
し
て

き
た
の
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、
汗

水
た
ら
し
て
仕
事
に
打
ち
こ
み
な

が
ら
、

一
つ
で
も
多
く
の
も
の
を

党
え
よ
う
と
必
死
に
勉
強
を
し
た

そ
う
で
す
。
そ
れ
こ
そ
、
遊
ぶ
暇

も
な
く
、
寝
る
暇
も
な
か

っ
た
に

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

は
じ
め
て
こ
の
話
を
聞
い
た
時

は
小
学
校
同
年
生
か
五
年
生
の
時

で
、
ち
ょ
っ
と
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
何
故
そ
ん
な
に
苦
し
い
思
い

を
し
て
ま
で
続
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
、
そ
ん
な
に
?
勺
い
の

な
ら
や
め
て
し
ま
え
ば
よ
か

っ
た

の
に
と
考
え
も
し
ま
し
た
。
で
も

そ
の
う
ち
に
僕
は
そ
の
中
に
、
過

酷
な
こ
と
に
立
ち
向
か
い
、
向
分

の
決
め
た
道
を
き
ち
ん
と
進
ん
で

い
っ
た
父
の
偉
大
さ
を
見
た
よ
う

な
気
が
し
た
の
で
す
。
そ
し
て
き

っ
と
、
そ
ん
な
厳
し
い
時
期
を
す

ご
し
て
き
た
こ
と
で
、
父
の
、
仕

事
へ
の
近
任
感
や
忍
耐
力
が
生
ま

れ
た
の
だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

僕
は
父
の
仕
事
を
手
伝
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
初
め
の
う
ち

は
何
を
や

っ
て
も
う
ま
く
い
か
ず
、

何
度
も
教
え
で
も
ら
い
な
が
ら

一

つ一

つ
が
ん
ば

っ
て
作
り
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
の
う
ち
に
僕
は
、
料
理

を
作

っ
て
人
を
喜
ば
せ
る
と
い
う

こ
と
が
、
と
て
も
楽
し
く
思
え
る

よ
う
に
な

っ
て
い

っ
た
の
で
す
。

上
手
に
な
り
た
く
て
、
料
理
が
で

き
た
こ
と
で
満
足
し
て
い
た
の
で

す
が
、
家
族
に
自
分
の
作

っ
た
料

理
を
試
食
さ
せ
た
と
き
、

「
お
い

し
い
」
と
い
い
な
が
ら
食
べ
る
姿

を
見
て
い
て
僕
の
ほ
う
で
も
な
ん

だ
か
楽
し
く
思
え
で
き
た
の
で
す
。

料
用
を
作
る
と
い
う
こ
と
が
こ
ん

な
に
も
楽
し
い
こ
と
で
、
人
を
喜

ば
せ
る
と
い
う
こ
と
が
う
れ
し
い

こ
と
を
知

っ
た
の
で
す
。
僕
は
こ

の
よ
う
な
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
調

理
師
に
な
り
た
い
と
い
う
夢
を
ふ

く
ら
ま
せ
で
い

っ
た
の
で
す
。

A
7
の
父
は
今
ま
で
の
苦
し
い
こ

と
を
乗
り
切

っ
て
き
た
と
い
う
自

分
へ
の
白
信
に
あ
ふ
れ
、
未
来
へ

の
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
で
毎
日
仕

事
に
励
ん
で
い
ま
す
。
僕
も
将
来

を
考
え
る
に
あ
た
り
、

一
つ
の
決

心
を
し
ま
し
た
。

「
僕
も
父
と
同

じ
道
を
歩
ん
で
み
た
い
。
そ
し
て

い
つ
の
円
か
、
父
と

一
緒
に
庖
で

働
き
た
い
J

と
、
も
ち
ろ
ん
、
簡

単
な
こ
と
で
は
な
い
し
、
生
半
か

で
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
も
覚

悟
し
て
い
ま
す
。
ま
た
料
珂
だ
け

で
な
く
、
機
械
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ

ー
に
つ
い
て
な
ど
、
党
え
た
い
こ

と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
い
ろ

ん
な
こ
と
を
級
収
し
な
が
ら
、
父

の
よ
う
に
な
れ
た
ら
、
と
思
う
の

で
す
。

一
つ
の
目
標
を
も

っ
て
そ
れ
に

向
か

っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、

と
て
も
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
な
に
も
考
え
ず
に
こ
の

さ
き
進
路
を
選
ん
だ
と
し
て
も
、

な
ん
の
得
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

た
と
え
困
維
な
こ
と
で
も
途
中
で

あ
き
ら
め
て
し
ま
わ
ず
に
、

一
日

で
も
早
く
問
的
を
実
現
で
き
る
よ

う
に
が
ん
ば

っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
A
7
円
か
ら
伐
は
自
分
の

同
標
に
対
し
て

一
歩
ず
つ
進
み
だ

し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
の
で

す。

平成5年12月1日7 



」
 

消費者の要望に応える 

農業のあり方を求めて 

21世紀むらづくり 
パネルディスカション 

食
生
活
、
食
文
化
の
変
化
に
応

じ
た
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
の
あ
り
 

市
内
飯
詰
の
、
青
森
職
業
能
力

開
発
短
期
大
学
校
と
、
県
立
五
所

川
原
農
林
高
等
学
校
、
市
広
域
新

農
業
セ
ン
タ
ー
と
が
一
体
と
な
「
 

て
今
年
の
四
月
に
設
立
し
た
、
五

所
川
原
市
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
 

研
究
会
で
は十
一
月
十
日
、相
互
の

施
設
見
学
説
明
会
を
行
い
ま
した
。
 

市
広
域
新
農
業
セ
ン
タ
ー
の
バ

イ
オ
技
術
開
発
室
で
は
、
回
転
培
 
 

方
を
模
索
す
る
、
一一
十
一世
紀
む

ら
づ
く
り
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
シ
ョ

ン
が
、
十
一
月
八
日
、
市
中
央
公

民
館
を
会
場
に
、
農
業
関
係
者
等

約
三
百
人
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
 

有
機
農
業
生
産
物
を
主
と
し
た

自
然
食
運
動
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
る
、
み
や
ぎ
自
然
食
生
活
研
‘
 

究
会
会
長
の
、
加
藤
松
子
さ
ん
を

は
じ
め
、
五
人
の
パ

、子
フ
ー
に
よ

る
、
安
全
な
食
品
を
求
め
る
消
費

者
と
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
の
あ
り

方
等
の
討
論
が
続
き
、
会
場
で
は

主
婦
達
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。
 

着

々
と
 

養
器
、
乾
熱
滅
菌
器
、
そ
の
他
の

器
具
備
品
を
、
青
森
職
業
能
力
開

発
短
期
大
学
校
で
は
、
 コ
ン
ピ
ユ
 

ー
タ
ー
等
、
機
械
工
学
の
設
備
を
、
 

五
所
川
原
農
林
高
校
で
は
、
バ
イ

オ
技
術
施
設
等
を
見
学
し
ま
し
た
。
 

研
究
会
で
は
、
今
後
年
に
四
回

程
の
会
合
を
も
ち
、
バ
イ
オ
技
術

の
研
鎖
と
普
及
に
つ
と
め
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
 

津
軽
鉄
道
（
株
）
 

開
業
 

六
十
三
周
年
 

夏
は
風
鈴
、
秋
は
す
ず
虫
、
冬
、
 

は
ス
ト
ー
ブ
列
車
、
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
る
、
津
軽
鉄
道
株
式
会

社

（
三和
満
社
長
）
が
、
平
成
一
一

年
で
六
十
年
を
迎
え
、此
度
、
「津

軽
鉄
道
六
十
年
史
」
を
刊
行
、
十

一
月
十
五
日
に
行
わ
れ
た
六
十
三

周
年
記
念
式
典
会
場
で
、
出
席
し
 

お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
る
 

三
和
社
長
 
 

た
力
々
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

津
軽
鉄
道
は
、
昭
和
五
年
、
五

所
川
原
か
ら
津
軽
中
里
ま
で
、
青

森
県
で
は
初
め
て
の
民
間
鉄
道
と

し
て
誕
生
、
そ
の
間
、
沿
線
の
人

々
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
乗
せ

走
り
続
け
て
き
ま
し
た
。
 

今
で
は
昔
な
つ
か
し
い
木
目
の

座
席
な
ど
が
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク

な
雰
囲
気
と
し
て
、
多
く
の
人
々

か
ら
慕
わ
れ
て
い
ま
す
。
な
か
で

も
冬
の
ダ
ル
マ
ス
ト
ー
ブ
を
求
め

て
、
奥
津
軽
（
と
旅
を
す
る
人
が

増
え
て
き
ま
し
た
。
 

式
典
で
、
三
和
社
長
は
、「沿
線

の
方
々
の
暖
か
い
心
で
支
え
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域

発
展
の
た
め
、
努
力
し
て
参
り
ま

す
。」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。
 

曲辰
業

生
産

の
向

上
に
 
‘
 

バ

イ
オ

技
術
開

発
、
 

津軽鉄道と岩木山 
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「
 

消費者の要望に応える

農業のあり方を求めて-

21世紀むらづくり
パネルディスカション

食
生
活
、
食
文
化
の
変
化
に
応

じ
た
、
こ
れ
か
ら
の
民
業
の
あ
り

市
内
飯
詰
の
、
市
森
職
業
能
力

山
発一知
期
大
学
校
と、

川町
立
五
所

川
原
農
林
尚
等
学
校
、
市
広
域
新

農
業
セ
ン
タ
ー
と
が

一
体
と
な
っ

て
今
年
の
四
月
に
設
立
し
た
、
五

所
川
原
市
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

研
究
会
で
は
十

一
月
十
日
、

利
一札の

施
設
け凡
学
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。

市
広
域
新
農
業
セ
ン
タ
ー
の
バ

イ
オ
技
術
開
発
室
で
は
、
向
転
培

方
を
脱
索
す
る
、

二
十

一
世
紀
む

ら
づ
く
り
ハ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
シ
ヨ

ン
が
、
十

一
川
八
日
、
市
中
央
公

民
断
を
会
場
に
、
農
業
関
係
者
等

約
三
何
人
が
山
席
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

有
機
民
業
生
産
物
を
、
王
と
し
た

れ
然
食
出
動
を
梢
倒
的
に
推
進
し

て
い
る
、
み
や
ぎ
自
然
食
生
活
研

究
会
会
長
の
、
加
藤
松
」
J

さ
ん
を

は
じ
め
、

μ
人
の
ハ
ネ
ラ
ー
に
よ

る
、
安
全
な
食
品
を
求
め
る
消
費

者
と
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
の
あ
り

方
等
の
討
論
が
続
き
、
会
場
で
は

主
州
連
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

着
々
と
i

長
器
、
乾
熱
滅
菌
器
、
そ
の
他
の

器
具
備
品
を
、
青
森
職
業
能
力
開

発
短
期
大
学
校
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
等
、
機
械
工
学
の
設
備
を
、

五
所
川
原
農
林
高
校
で
は
、
バ
イ

オ
技
術
施
設
等
を
見
学
し
ま
し
た
。

研
究
会
で
は
、
今
後
年
に
問
問

程
の
会
合
を
も
ち
、
バ
イ
オ
技
術

の
研
鎖
と
普
及
に
つ
と
め
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

津
軽
鉄
道
(
株
)

開
業六

十
三
周
年

五
は
風
鈴
、
秋
は
す
ず
虫
、
冬

は
ス
ト
ー
ブ
列
収
、
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
る
、
津
軽
鉄
道
株
式
会

社

(三
和
満
社
長
)
が
、
平
成
二

年
で
六
十
年
を
迎
え
、
此
度
、
「津

軽
鉄
道
六
十
年
史
」
を
刊
行
、
十

一
月
十
五
日
に
行
わ
れ
た
六
十
三

同
年
記
念
式
典
会
場
で
、
出
席
し

お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
る

三
和
社
長

一一
8 

津軽鉄道と岩木山

平成 5年12月 111 

た
方
々
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

津
軽
鉄
道
は
、

町
平
和
五
年
、
五

所
川
原
か
ら
津
軽
中
里
ま
で
、
青

森
県
で
は
初
め
て
の
民
間
鉄
道
と

し
て
誕
生
、
そ
の
川、

治
線
の
人

々
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
乗
せ

定
り
続
け
て
き
ま
し
た
。

今
で
は
昔
な
つ
か
し
い
木
目
の

座
席
な
ど
が
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ツ
ク

な
掠
同
気
と
し
て
、
多
く
の
人
々

か
ら
慕
わ
れ
て
い
ま
す
。
な
か
で

も
冬
の
ダ
ル
マ
ス
ト
ー
ブ
を
求
め

て
、
奥
津
軽

〈
と
旅
を
す
る
人
が

附
え
て
き
ま
し
た
。

式
典
で
、
三
和
社
長
は
、
「沿
線

の
方
々
の
暖
か
い
心
で
支
え
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域

発
展
の
た
め
、
努
力
し
て
参
り
ま

す
。」
と
お
礼
の
一青
葉
を
述
べ
ま
し

た
。



市役所 35 一 2111 

1 生活 講座受講生募集 
働く婦人の家」 

(1） クリスマスケーキ教室 

講師 三森敬子（食生活改善推進委員） 

日時 12月 6 日（月） 午後 6日寺 

12月 7 日（火） 午前 9時30分 

（②） お正月料理教室 

講師i 三森敬子 

日日寺 12月13日（月） 午前 9時30分・午後 6日寺 

募集人員 くi×②）とも20名 

（③）お正月の生け花教室 

講師 中村千恵（小原流本部講師） 

日日寺 12月20日（月） 午前10時～12時 

午後 6時30分～ 8時30分 

（④ お茶花教室 

講師 鈴木はつ急（茶道遠州流総華督） 

日時 12月22日（水） 午後 6時30分～ 8時30分 

募集人員 （③×④とも20名 

持参するもの （③×④ともハサミ、花つつみ、花 

器、材料一費 

対象 OOOOとも市内に住所又は勤務先を有 

する女性 

受講料 無料（材一，斗費は自己負担） 

申し込み締め切り 先着順 定員になりI欠第締 

y)UJり 

問い合わせ 市内新町 働く婦人の家雪35-8898 

女性フェスティバルあおもり’93 
12月21日（火） 午前10時30分～午後 3日寺10分 

●青森市文化会館大ホール 

・女性問題に関する意見発表 

・青森県婦人海タ械辰遣者の報告 

・講演（ 1 時から2時30う刃 

「これからの女性の生き方」 

・日本の踊り （若柳流社中） 

・ブラスバンド演奏（青森山田高校） 

〈保育室をご利用ください〉 

12月22日（水） 午n119時～午後6時 

●青森県観光物産館 アスパム 

(iFイベントホール） 

・女性の活動と成果展～がんばってます．ノ 

〈展示即売いたします〉 

12月21日（火）- 23日（木） 午肖lj9時～午後 6日寺 

（最終日午後5時まで） 

●青森県観光物産館 アスパム 

(2 Fエネノレギー館ギャラリー） 

・女性アーティスト展 県内著名作家の作品 

絵画・書道・版画など 

お間い合わせ先 県内各市町村女性行政担当課 

・青森県庁、青少年女性課（内線2216) 

9 平成 5年12月1日 

［五農IIJi 術職員募集コ 
職種 臨床検査技師 

採用予定人員 1名 

受験資格 昭和43年4月 2 日以降生まれ、i欠の 

いずれノかに該当する者 

(1）臨床検査技師免許取得者 

(2）平成 6 年6月までに臨床検査技師免許取得 

見込みの者 

試験の日時、場所 

(1） 日時 平成 6年1月14日（金）午前 9時30分 

(2）場所 西北中央病院 2階 大会議室 

試験の方法 作文、面接及び書類審査 

提出書類、申し込み方法、申し込み受付期間等の詳 

細については、西北中央病院・管理課庶務係（"35- 
3111番内線279番）へお問い合わせください。 

ロLn 物加(1 2 -)森 
瓶
  

コース名 主な内容 対
象
 

定
員
 

日
数
 

開 講 日 時 

1
  

CAD I 
2 次元CA 
Dの使い方、 
図面作成 

一
 
般
  

10 n
J
 
日
  

12月 8 日（水） 
----12月10日（金） 
10 : 00-46 : 00 

2
  

任意歯形歯
車の製作皿 

ャ
プ
、
 
カ
ロ
歯
 
ッ
グ

車
 

イ
の
ム
作

ワ
ト
ラ
製
 

中
 
級
  

5
 
名
 

ハ4。
 
日
 
 

12月13日（月） 
-12月15日（水） 
9 : 00-16 : 00 

3
  

CAD II 
3 次元CA 
Dコマンド 
の立体図形 

上
 
級
  

10 （
イ。
 
ロ

H
  

12月15日（水） 
-12月17日（金） 
10: 00-16 : 00 

4
  

PCによる
制御回路技
術 

PCの概要、 
命令語、回
路技術 

中
 
級
  

5
 
名
  

〔j
 

日
  

12月15日（水） 
-12月17日（金） 
9 : 00-16 : 00 

5
  

GP- lB 
の原理と活
用法 

原理、接続
とプログラ
ミング、活
用法 

中
 
級
  

4
 
名
  

Q
v
 

日
  

12月15日（水） 
-12月17日（金） 
9 : 00-16 : 00 

6
  

FORTR 
AN入門 

簡単な流れ
図とプログ
ラム 

一
 
般
  

5
 
名
  

(
J
 
ロ
H
  

12月20日（月） 
-12月22日（水） 
9 : 00-16 : 00 

7
  

AD/DA 
変換技術 

回路の試作
とシステム
の構築 

中
 
級
  

5
 
名
  

4‘
 日
  

12月20. 21. 24. 
25日（月、火、 
金、土） 
13 : 00-17 : 00 

ト受講資格 学歴、年齢、性別は間いません。 

ト受講料 各コースとも、2,000円。 

トお申し込み・お問い合わせ（青森職業能力開

発短期大学校）開発援助課雪(0173)37 -3201 
定員に達しi欠第締め切ります。 

住みたいね 
きれいなまちと良い環境 
五四中 3年 福 士 由佳子 

, 

4 

「生活講座受講生募集寸
働く婦人め怒

|① クリス マスケーキ教室 |

講 師 三森敬子(食生前改ffi;推進委.irD
日日寺 12)J 6 I1 ()J) IJ"-Hi:6Ik'J' 

12)] 7 11 (火) Lr，iij 9時30分

|② お正月料理教室|

講師 三森敬子

日時 12月 13n(月) 11:前 911干30分 ・[1二後 6H与

募集人員 CIXî)とも20~，

|③ お正月の生け花教室|

講 師 司1村千忠(小原流木許11誹削)

日時 12月201=1(月) Lt二前lOH.'î'~12時

午後 6 時30分~8 時30分

講師 鈴木 はつゑ(茶道遠州流総華督)

日時 12月22日(水) よ| 二後 611寺30分~8 時30分

募集人員 @渇とも20名

持参 するもの @週〉ともハサ ミ、花つつみ 、花

器 、材料費

対象 c:rxm①とも市内に住所又は勤務先を有

する女性

受講料 無料(材料費は向己負担)

申し込み締め切り 先清j限定員になり次第締

め切り

問い合わせ 市内新町働く対人の家宮35-8898

女性フェスティパルあおもり'93
12月21日〈火〉 午前10時30分 ~午後3時10分

・青 森市文化会館大 ホール

・女性問 題に関する意見発表

・青森県婦人海外派遣者の報告

・講演(1時から 2時30分)

「これ からの女性の生き方」

・日本の踊り(若杉"流社中)

・ブラスパン ド演奏 (青森JJI田高校)

〈保育室をご利用くださレウ

12月22日(水〉 午前9時 ~午後6時

・青森県観光物産館 アスパム

(lFイベントホーノレ)

.女性の活動 と成果展~がんノばってます /

〈展示即売いたします〉

12月 21 日〈火)~23 日〈木〉 午前9時 ~午後6時

〈最終日午後5時まで〉

・青 森県観光物産館 アスパム

(2 Fエネノレギ-tii:iギャラリー)

・女性アーテイスト展 県内若名作家の作品

絵画 ・主lF道 ・版画など

お問い合わせ先 県内各市町村女性行政担当課

・青森県庁 、青少年女性謀(内線2216)

9 平成5年12月 1日

市役所 35 -2111 

1罫支術職員募集」
職種 臨床検究技師

採用 予定人員 1 ~， 

受 験 資 格 IItイ平1143年 4JJ 2 11以降生まれ、次の

u、ずれかに該、'iする者

(1) 臨床検査技師免許取得者

(2) 平成 6年 6月までに臨床検査技師免許取得

凡 込 み の 者

試 験 の 日 時 、 場 所

(1) 日時半成6年 1月14日(金)[1:前 9時30分

(2) 場所西北中央病院 2階大会 議室

試験の方法 作文、面接及び拝類審査

保IH :/?知、 '1 1 し込み方法、 ~II し込み受付期間等の詳

細については、 阿北rl'央病 院 .Tb¥:磁謀庶務係 (835

3111務内線279お)へおII¥JIt、合わせください。

「一能力開発セミナー (12月分〉一一一一「

」ポリテワ力レヲラ青森J

.Ml コース名 主な内容 象対 定員 日 IJR 議 日 時
数

2次元CA 10 3 1 12月8日(水)
11CAD 1 Dの使い方、 ~12月 10 日(金)

住|面i作成 月1)):名 日 10: 00~16 : 00 

ワイヤカ車グッ l十I 5 3112月13日(月)
任意歯形歯 卜のプロ2 
車の製作凹 製ラ作ム、 歯

~12月 15日(水)
奇設 名 日 9:00~16:00

3次元CA上 10 3 1 12月15日(水)
3 C A D Il Dコマンド ~12月 17 日(金)

の立体凶形 級 名 日 10: 00~16 : 00 

PCによる PCの概要、 9' 513 12月151:1(水)
4 制御同路技 命令語、回 ~12月 17 日(金)

制可 路妓術 級 名 日 9 : 00~16 : 00 

G P -1 B 原と理プ、ロ接グ続 Iヤ 4 
5 のjHI泊!と前 ミング、 活フ ~12月 1711 (金

刑法 別法
級 名 1119 : 00~16 0 

FORTR 
簡単な流れ 5 3112月20日(月)

6 凶とプログ ~12月 22 日(水)
AN入門

ラム 般 名 日 9: 00~16 : 00 

凹路の試作 件1 5 4 12月20、21、24、
7 AD/DA 

とシステム 2金5、日土(月)、火、
変換技術

の構築 級 名 日 13 : 00~17 : 00 

惨 受 講 資 格 学歴、年齢、性別は聞いません。

砂受講料 各 コー スとも、2，000円。

惨 お 申 し 込 み ・ お 問 い 合 わ せ (青森職業能力開

発短期大学校 ) 開 発 援 助 謀宮 (0173)37 -3201 

定員に達し次第締め切ります。

住みたいね
きれいなまちと良い環境
五回中 3年福士由佳子



成人式は1月15日に行います 
市て‘ L, 20歳を迎えた方をお祝いするため、 

次のとおりI戎人式二を行います。対象者には、12 

月中旬にハガキで通知いたします。なお、学校 

や仕事の都合で市タトに居住しておられる市出身 

者の方の参加も歓迎しますので市教育委員会 

社会教育課 社会教育係（内線 250）へご連 

絡ください。 

ン日 時 

平j戎 6 年1月15日（土） /干前11時～ 

>場 所 

市中央公民館大ホール（駅裏） 

ン受付一日寺間 午前 9日寺30分～午前10時50分 

（時間厳守） 

ー ン対象者 昭和48年4月 2 日から昭和49年4 

「 7 

「はたちの主張」発表者募集 
勧し、く J戎人になられる方に、 日頃感じ 、し、る

ことを述べていただく 「はたちの主張」発表者一

を募集します。皆さん、ふるてゾてご応募くださ

い。なお、選ばれた方には、成人式二当日に発表

してルゾとだきます。また、発表した方には、記

念品を差し上げます。 

レテ ー マ 成人式二を迎えるにあたって感じて

いること、決意など。 

「＞発表時間 約5分間 

(B4 20x20 原稿用紙 2 枚程度） 

ロ・応募資格 新成人 

（昭和48年4月 2 日から昭和49年 

4月1日までに生まれプと方。） 

レ期 限 平成5年12月20日（月） 

ー ン申し込み先 市教育委員会 社会教育課 

て 	社会教育係（雪 35-2111 内線 250) 

相談無料 I 」4二二＋ロ 三4く 
秘密厳守 ノ、'ITh 'Iii IIク、 

例えば次のようなことでお悩みの方に

夫婦のいざこざ 近所の馬蚤 音 生徒聞のいじめ

遺 産，相 続 近所の悪臭公害 先生による体罰

老後の扶養 土地境界の争い 就職の際の差別 

このほか、登記・借地・借家に関する

問題、交通事故に伴うものその他につい

てもご相談に応じます。 

相談は、下記の日時・場所でお受けください 

日 時 月勾戎5年12月 9 日 

午前10時～午後 311寺 

場 所 五所川原市丸友デパート 

…相談担当者 人権擁護委員 

乳幼児医療費給付事業を実施 
当市におtl まいの乳幼児が医療保険で医療を受けた

場合、自己負担に係る費用をその保護者に対して支給

します。乳幼児の加入されている被保険者証、印鑑を

持参し国保年金課で申請してください。 

実施月日 平成 5年10月 1日診療分より。 

但し所得制限があります。 

児童手当の支給に係る所得制限G一般）に準拠します。 

給イ寸の区分内容等 

区
ハ
刀
 

対象年齢 対 象
医療費 

加入健
康保険 

給付の内容 
（部負担金） 備 	考 

乳
 
児
 

出生の日か 入院医療 国民健康 入 院 3割 所得制限無 

ら1歳に達 保険被保 入院外 3割 し 従来通 費の一部 

する日の属 負担金 険者 （現物給付） り給付を継 
する月の末 続する。 
ョまでの児 通院医療 

里 その他の 入 院2割 所得制限有 費の一部 
負担金 健康保険 入院外 3割 り 

被扶養者 （償還払い） 

幼
 

児
  

1歳に達し 入院医療 国民健康 入 院 3割 所得制限有 
た日の属す 保険被保 （償還払い） り 費の一部 
る月の翌月 負担金 険者 
の初日から 
2歳に達す ×z：孟 R山pF 

xく世」rフ1二“ 

る日の属す 療費分 その他の 入 院 2割 所得制限有 
る月の末日 は非該 健康保険 （償還払い） り 
までの児童 当 被扶養者 

●資格証を交付された乳幼児の医療費給付の申請は、 

領収書（保険治療分で、受診者名の記載されている

もので1カ月分）被保険者証、資格者証、保護者の

口座番号、印鑑を持参してください。 

●診療月の翌月から 3 カ月以内に申請してください。 

問い合わせ 国保年金課（内線 263・271) 

平成 6年 

新年名刺交換会 
レ日時 平成6II 1月 1 日（土）午前11時 

レ場所 市民文化会館2階 

レ会費 2,000円（申し込みと同時に納入 

ください。） 

ン申し込み締め切り 12月20日（月） 

レ申し込み先 市総務課または五所川原 

商工会議所 

主催 五所川原市 

五所川原商工会議所 

市内農業協同組合懇談会 

平成 5年12月 1日 10 

成人式は1月15日に行います
市では、 20歳を迎えたブiをお祝u、するため、

次のとおり成人式を行 います。対象者には、 12

月中旬にハカcキで通知lいたします。なお、中校

や仕事の~II合で市外に必HJ: しておられる rl î/J\身

者のみの参加lも歓迎しますので11i教育委μ会

社会教育部 社会教育係(内線 250) へご連

絡ください。

仁〉 日 日寺

平成 6年 1月 15日(一|二) I1二liiil1時~

b場所

市中央公民館大ホーノレ(駅長)

じ〉受付時間 午前 9 時30分~/1 :lìíil on与50分

(時r.w滋守)

仁〉対象者 Jlj1;J'口48年 4刀 211から11併日49>'下4

月 1日までに生まれた方。

「はたちの主張」発表者募集
新しく成人になられる方に、日頃感じている

ことを述べていただく「はたちの主張」発表者

を募集します。皆さん、ふるってご応募くださ

い。な お、選ばれた方には、成人式当日に発表

していただきます。また、発表した方には、記

念品を差し上げます。

じ>テーマ 成人式を迎えるにあたって感じて

いること、決意など。

b発表時間 約 5分間

(B 4 20x20原稿用紙 2枚程度)

仁>応募資格 新成人

(昭和48年 4月 2日からH併 1]49年

4月 1日までに生まれた方。)

仁>期 限 平成 5年 12月 20日(月)

b申し 込み先 市教育委員会社会教育課

社会教育係(宮 35-2111 内線 250)

2221人権相談
例えば次のようなことでお悩みの方に

夫婦のいざこざ 近所の騒音 生徒I::Jのいじめ

遺産沖n続 近所の悪央公告 先生による体罰i

老後の扶養 土地境界の4州、 就職の際の差別

このほか、登記 ・借地 ・借家に関する

問題、交通事故に 伴うものその他につい

てもご相談に応じます。

相談は、下記の日時・場所でお受けください

日時 平成 5年 12月 91--'

午前10時~午後 3時

場所 五所川 原市丸友デパート

O相談担当者 人権擁護委員

乳幼児医療費給付事業を実施
、'iI Iïにおイ Lまいの手L~)j 9品、i災îf，H沿|立たで I '，i;jj;( を'三~けた

場介、 1'1L'. iHIIに係る針川をその{米議名におIして文給

します。手LJ，Jルt己の}JII人されている被保険-fi'，lr1、 1:11鍬を

持参し1kl{Jf:"I'，イ任以で11'抗してください。

実施月目 的 J比5"1'10JJ 1 11診出分より 。

{IIし!肝不}制限があります。

Y411T字、11の支給に係る}う)r判制IIH(一般)に叩拠します。

給 付 の 区 分 肉 容 等

分|メー 対象作曲令 対 1象'i' }JII入促I~ 給付のいl作 lIiil 巧I浜労止 I.JH足 (部jHII金)

/1¥1↓の11か 入院|矢吹 II~l(健康 入院3'，';11111i'，; ~illllU無

平L
らJiぷに止。 1~のー部 保険被f;;:入院外 3;';11 し従-*'辿

する 11の以 j~jll金 |後イ庁 (引物給付) り給付を似

するJIの木 年;Lするー

11までの児 iW l~\:I沢政
1、J~ t~の部 その他の 入院2'.';'11。i1~;;Ii'lllh!イ l

ノiiL 1 
負担l令 世t肢が121倹 入院外 3'811り

在主'扶i主お (f1"iib!払u、)

1誠によ主し 入院|吋ポ IIi.jl(健康 入院3古11 ゆr~~f巾Jj)民イr'

幼
たHの属す t'i'の A官11保険被保 (償還払い) り

る)1の翌)1 :t:ttl1金 |倹名

の初HllJ注ら

2歳に述す ※iWl坑l亙
る11の似Jす 療1'(分 その他の 入院2書11jヲ[1、;:Iill限イi

Y己
る刀のぷ IJ は}I該 健康保険 (イm窓払い) り

までのY47五 止i 被扶養者

-資材キf，llを交付された乳幼児の医療1!i:給付のrj1 d，'iは、

旬:~収， 1:， (保険治療分で、受診者名のぶMiされている

もので 1ヵ刀分)被保険者証、資杉キイ雪・ihE、保護手i'の

口座番号、印鑑を持参してください。

・診療nの翌月から 3ヵ刀以内にけ151Yして ください。

問い合わせ jJ二l保年金課(内線 263・271)

平成 6年

新年名刺交換会
c>日 時 平成 6年 1月 1仁1(土)午前11時

仁〉場所 市民文化会館 2階

仁>会費 2，000円(申し込みと同時に納入

くfごさし、。)

b 申し込み締め切り 12月 20日(月)

仁>申 し 込 み 先 市総務課または五所川原

商工会議所

主催 五所川 原市

五所川原商工会議所

市内農業協同組合懇談会

平成5年12片 1~ 10 



師是 

、  市役所合云てュ111 / 

× みんなの健康教室 ノ 
D,日 	日寺 12J」24 H（金） “・後 lIf与 

レ場 所 市保健センター 

D講 師 工 藤 真 裕 先生 

C工藤歯科医院長） 

レテーマ 歯無しにならない話 

ン主 催 北五医師会・市保健協議会 

健 康 相 談 室 

開催場所 開催月日 開催時間 はなしのテーマと時間 

コミュニテイ
センター三好 

12月10日 
（金） 

ii: 00 
、 

12 】 30 

「コレステロールと上手
にっきあいましよう」 

(11 : OO---ii : 30) 

福 祉 会 館 
（下平井町） 

12月13日 
（月） 

10 : 00 
、 

12 : 00 

「コレステロールと上手
にっきあいましよう」 

(10 】 00--b0 : 30) 

尻無集会所 
12月13日 
（月） 

10 : 30 
、 

12 : 00 

冬の運動不足を解消！ 
～リフレッシュ体操～ 
(11 : 00--li 】 30) 

高瀬集会所 日
  

川
田
  

ii: 00 
、 

12 : 30 

「コレステロールと上手
にっきあいましよう」 

(11 : 00--il : 30) 

中泉公民館 
12月15日 
（水） 

。
乙
 

n
'J
  

叩
 
加
  

「寝たきり予防…転
ばぬ先の知恵」 

(12 : 00--12 : 20) 

毘沙門・長富 
コミュニテイ 
セ ン タ ― 

12月15日 
（水） 

10 】 30 
、 

12 : 00 

身も心もはっらっ 
体操 

(11 : 3ft---12 : 00) 

藻川公民館 
12月15日 
（水） 

0
0
 3
0
 
 

1
 
2
  

「コレステロールと上手
にっきあいましよう」 

(11 】 00--il 】 30) 

唐 笠 柳
保健協力員 

「橘菊江宅」 

12月17日 
（金） 

0
0
 3
0
 

 

3
 
4
  

冬の運動不足を解消！ 
～リフレッシュ体操～ 

(13 】 30-14 : 00) 

コミュニテイ
センタ一梅沢 

12月17日 
（金） 

0
0
 0
0
 

 

0
 
2
  

「寝たきり予防…転
ばぬ先の知恵」 

(10 : 00--b0 : 30) 

高 	野 
文化センター 

12月20日 
（月） 

10 】 30 
5 

12 : 30 

「寝たきり予防・・・転 
ばぬ先の知恵」 

(10 】 30--il : 00) 

コミュニテイ
センター敷島 

12月22日 
（水） 

13 : 00 
5 

15 : 00 

泉
・
・
 
健

＼

温
1
4
 

と
3
0
 

閑
1
5
 
0
 
0
 

 

桜田集会所 
12月24日 
（金） 

《
・く
J

・
！
 

3
 
0
  

1
 
●

1
 
0
 

2
 
0
 
0
 

 

身も心もはっらっ 
体操 

(11 : 30-12 : 00) 

のびのび赤ちゃん・満 1歳 

山形匠毅ちゃん（田川・薮里） 

母・淑子さん 11カ月頃から歩きはじめま

した。上の子が、小学校5年生と 3年生で、 こ二

の子は 3人目でずから、楽な気持て二育てていま

す。 このまま、元気に成長してほしいですね。 

うす味料理講習会 
食べることを楽しく― 0 

対象地区 開催月日 開催場所 締め切り 

神山・野里・福山
松野木 

12月10日 
（金） 

コミュニテイ
センター長橋 

12月 6 日 
（月） 

若 	 山 
12月13日 
（月） 

若山公民館 12月 6 日 
（月） 

ンU寺間 午前 9時30分～午後 lu寺 

ン献立 かんたんデコレーションケーキ 

花シューマイ 

白菜の甘酢漬け 

>料金 無料です。 

レ持参する物 みそ汁（コップに半分位の量を 

小ビンに入れて）、漬物の塩分測定を実施して一 

おりますのーで希望者は持参ください。 

ェプロン、筆記用具、 ごはんノ 

ン申し込み先 地区の保健協力員へ（参加申し 

込み用紙があります。） 

11
竺てて七プてててて鷺費で一」てこ：‘霊n竺にザ，事二撃”製鱗 

i,TBS 木曜*ラツ・ I 間龍太郎V S5()た7, 

( .L.PJr川原ー果示 ZフI；同時甲継 博 

I 「東北の出稼ぎ夫婦」 i 
I 放送日 12月23日（木）午後 7 時 I 

‘一w須唇二と子、鳳辺一一I 

ン時間

ン献立 

平成 5年12月 1日 

師走

市役所宮35-2官官官

(みんなの健康教室)
b日時 12月24日(金)午後 1時

b場 所 市保健センター

仁>講 師 工藤真裕先生

(ー仁雌歯科医院長)

仁〉テーマ 歯無しにならない話

じ〉主催 北五医師会 ・市保健協議会

健 康 相談室

開催場所 |井i倣'月日 開催時間 はなしのテーマと時間

コミュニティ 12月10日 11 : 00 「コレステロールと上手

センヲ一三好 (金) につきあいましょう3」0 
12 : 30 (11 : OO~ 11 : 30) 

福祉会館 12月13日 10 : 00 「コレステロールと上手

(下平井町〕 (月)
につきあいましょう」

12 : 00 (10 : OO~ 10 : 30) 

12月13日 10: 30 冬の運動不足を解体操消/
尻無集会所

(月)
~リフレツ、ンュ ~ 

12 : 00 (11 : OO~ 11 : 30) 

12月13日 11 : 00 「コレステロールと上手
高 j頼集会所

(月)
につきあいましょう」

12 : 30 (11 : OO~ 11 : 30) 

12月15日 12 : 00 「寝たき知り忠予防 転
中泉公民館

(水)
ばぬ先の 」

13 : 00 (12 : 00~12 : 20) 

毘沙門・長富 12月15日 10: 30 身も心もはつらつ
コミュニティ

(水) (11 : 30~12 体00操) センヲー 12 : 00 

12月15日 11 : 00 「コレスアロールと上手
藻川|公民館

(水)
につきあいましょうJ

12 : 30 (11 : OO~ 11 : 30) 

唐笠柳 12月17日 13 : 00 冬の運動不足を解体操消/
保健協力員

(金)
~リフレッ、ンュ ~ 

「橘菊江宅J 14 : 30 (13 : 30~ 14 : 00) 

コミュニティ 12月17日 10: 00 「寝たき知り恵予防 転

センター梅沢 (金) ばぬ先の 」
12 : 00 (10 : 00~10 : 30) 

高 里子 12月20日 10 : 30 「寝たきり予恵防 転

文化センヲ ー (月)
ばぬ先の矢口 」

12 : 30 (10 : 30~11 : 00) 

コミュニティ 12月22日 13 : 00 「温泉と健康」
センター敷島 (水) 15 : 00 (14 : 30~15 : 00) 

|桜田集会所
12月24日 10 : 30 身も心もはつらつ

(金) 体操
12 : 00 (11 : 30~12 ∞) 

11 平成5年12月1日

のびのび赤ちゃん・満1歳

山形匠毅ちゃん (副11・薮里)

母・淑子さん 11ヵ月 頃か ら歩きはじめま

した。 上の子が、小学校5年生 と 3年生で、こ

の 子 は 3人目ですから、楽な気持で育てていま

す 。このまま、元 気 に 成 長 し て ほ し い で す ね。

うす味料理講習会

食べることを楽しく 一。

仁〉時間 午前9時 30分~午後 1時

b献立 かんたんデ、コレーションケーキ

花シューマイ

白菜の甘酢漬け

じ〉料金 無料です。

b持参する物 み そ 汁 ( コ ッ プに半分位の量を

小ピン に 入 れ て)、漬物の塩分測定を実施して

お り ま す の で 希 望 者 は 持参くださ い。

エプロン、乍記用具、こ)まん

b申 し 込 み 先 地区の保健協力員へ(参加申し

込み 用紙 があ りま す。)

ゑ TFsJ水艇の l~C~間取争V溺oん イ
ト ~t~五所川原、東京 ，; 2元閉時中継 討

や r東北の出稼ぎ夫婦J"" 
そで r 了ド ー恥 ~- .~~' ょ .' 

¥J燐十12月、2?日付j牛後九寺¥
+青森テyビ〈んTtV〉Jγd
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新しい図書が入りました 五所川原市立図書館 

書 	 名 著 者 名 書 	 名 著 者 名 

こ 	れ 	が 	P 	K 	0 	だ 森 	英 樹 三 島 由 紀 夫 伝 説 “
健
 
オ

男
 

奥
 
野
 

ワイド版岩波文庫 古代への情熱 
ノ、インリッヒ・

シコリ一マン 金 子 み す づ の 生 活 矢 崎 節 夫 

ワイド版岩波文庫 芭蕉七部集 松 尾 芭 蕉 無 	想 	庵 	物 	語 山 本 夏 彦 

ワイド版岩波文庫 森 の 生 活 ソ ー 口 ― 風 呂 で 読 む 漂 白 詩 人 材大
 
督
生
 
”

光
 
パ

史
 

皇太子さま雅子さまへのメッセ―ジ 浜 尾 	実 上 胡桃沢 耕 史 

人 	間 	聖 	徳 	太 	子 前
 
田
 
エ

宙
」
 
加
撃
 

朝 	霧 	の 	賊 j翠 	田 	ノ5、じ子 

東アジアの国家の社会（1 -6) ”天
 
コ

児徴
 

他
 

妖 	星 	伝（ 6・:7) 半 村 	良 

ゆとりの国イギリスと成金の国日本 り寿
 
コ

子
 

一
 
 マ

 

力
ノ
 

ス
 

漫 	才 	病 	棟 ビ―ト 	たけし 

ク 	イ 	ズ 	法 律 入 	門 ョ一
 
、
ン

ロ
  

m
治
 

端
  

妖 	楼 	記（上・下） 皆 川 博 子 

こ れか ら 10 年本物の発見 船 井 幸 雄 と 	 か 	 げ 吉 本 ばなな 

こんなに安くなる120の非常識 荻 原 博 子 我 	が 	老 	後 佐 藤 愛 子 

男 時間 で は 生 き ら れ な い い
本
 
”

岡典
 
子
 

絵 	本 	徒、然 	草（上・下） 橋 本 

老人が使いやすい道具案内 銀ちやん便利堂 昔 ガ ョ 力 ッ タ ハ ズ ガ ナ イ 山 中 	恒 

こんな先生が子どもをダメにする ”金
 
剖
盛
 
”

浦
 
コ
子
 

脳 	に 	映 	る 	現 	代 養 老 孟 司 

父 親 が 語 る 登 校 拒 否 
東京 
シュ一レ父母会 散 	歩 	の 	ス 	ス 	メ “

麻
 
ト

人
 

泉
  

勉 強 す る 前 に 読 む 本 小宮山 博 仁 電子立国日本の自叙伝（1 -4) 
ヒ
、、
I
 

叩
羊
 

木
・
 
目
 
田
 

生活の ソ 一 イ ン グ（ 1 -10) 文化出版局 森 	莱 	荊 	全 	集（ 5 ・6) 
剖
木

林
 

マ莱
 
二

利
 タ 	ア 	キ 	イ 中 山 千 夏 中 国 の ア ウ ト サ イ ダ ― 井 波 律 子 

日 	本 	の 	優 	駿 壬
心
 
マ

摩
 
”

直
 
ト

人
 

杜 	甫 	の 	旅 田 川 純 三 

列車の時刻が改正になります 
（平成5年12月1日より） 

新 時 刻（五所川原駅） 

五能線上り（ソ k造方面） 五能線下り（鶴田方面） 

始発駅 五所川
原駅発 行 	先 始発駅 五所川 

」京駅発 行 	先 

弘前駅 6 : 42 鯵ケ沢駅 鯵ケ沢駅 6 : 53 弘前駅 

弘前駅 8 : 01 鯵ケ沢駅 五所川原駅 7 : 40 弘前駅 

弘前駅 10 : 06 東能代駅 深浦駅 8 : 05 弘前駅・
青森駅 

弘前駅 12 : 30 鯵ケ沢駅 鯵ケ沢駅 9 : 24 弘前駅 

弘前駅 13 : 50 東能代駅 東能代駅 ii: 37 弘前駅 

弘前駅 15 : 50 東能代駅 東能代駅 13 : 50 弘前駅 

弘前駅 17 : 20 深浦駅 鯵ケ沢駅 15 : 47 弘前駅 

弘前駅 18 : 40 鯵ケ沢駅 五開「源駅 16 】 42 弘前駅 

青森駅 19 : 21 深浦駅 深浦駅 17 : 49 弘前駅 

弘前駅 21: 21 鯵ケ沢駅 鯵ケ沢駅 18 : 41 弘前駅 

東能代駅 20 : 40 弘前駅 

弘前一東京間最短到達時間が 5時間31分に。 

問い合わせ JR五所川原駅 雪35- 2 3 8 1 

JR五所川原駅びゆうプラザ 雪34- 5 3 6 6 

年末、年始の、帰省・上京バス 
012月24日～12月30日（帰省） 

東京（浜松町バスターミナル）発一東北自動車道― 
21: 00 

弘前着ー五所川原駅前着 
6:00 	7:00 

〇1月2日～ 1月10日 （東京方面） 

五所川原駅前発一弘前一東北自動車道一 E野公園着 
19:40 	21:00 	 6:00 

〇名古屋直行便（1月 5 日～1月 6 日） 

五所川原駅前発一弘前一東北自動車道ー首都高速― 
16:15 	17:30 

中央道一名神道ー名古屋駅ー名鉄バスターミナル着 
7 : 30 

問い合わせ 弘南バス（株）観光部胃0172(27)0555 

	 交通安全は家庭から 

交通事故概況（諮競現右り 
五所川原市交通安全対策協議会 

県 	内 五所川原市管内 

発生 7,015 
(+ 185) 
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安全は スピードダウンと ゆとりから 
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新しい図書が入りました五所川原市立図書館
書 名 著者名

」 れ ヵt P K 。だ 木フk木 英樹

ワイド版岩波文庫古代への情熱
ノ、インリッヒ・

シュリーマン

ワイド版岩波文庫芭蕉七部集 松 尾 芭 蕉

ワイド版岩波文庫森の 生 活 ソ 口

皇太子さま雅子さまへのメッセージ j兵尾 実

人 間 聖 f恵 太 子
エ ガク

前 回 恵 宰

東 アジアの国家の社会(1 ~ 6) 
アマコ サトン

天児 慧(他)

ゆとりの国イギリスと成金の国 日本
トンコ

マークス寿子

ク イ ズ j去 4章 入 F可
ヨシ JリL

)11 端和治

これから 10年本物の発見 船 井 幸 雄

こんなに安くなる 120の非常I哉 荻 原 博 子

男時間では生きられない
モト オカ
本岡典子

老 人が使いやすい道具案内 銀ちゃん便利堂

こんな先生が子どもをダメにする
カ金ナ モ') ウフ コ

盛 j甫子

父親が語る 登校拒否 東シ京ユーレ父母会

勉強する前に読む本 小宮山博仁

生 活のソーイング (1~ 1 0) 文化出版局

タ ア キ イ 中山千夏

日 本 {憂 自主
ン マ ナオ 卜

の 志摩 直 人

列車の時期が改正になります
(平成5年12月1日より)

新時 刻 (五所川原駅)

五能線上り (木造方函) 五能線下り (鶴田方面)

始発駅 J51Lβ場f。υ1E1 イ'丁ー 先 始発駅 jJJ3L1!H訳)r)者1E1 イ'丁ー 先

弘前駅 6 42 鯵ヶ沢駅 鯵ヶ沢駅 6: 53 弘前駅

弘前駅 8 01 鯵ヶ沢駅 五所川原駅 7: 40 弘前駅

弘前駅 10 06 東能代駅 深 iiri駅 8: 05 づム白青íî~森!~駅・

弘前駅 12: 30 鯵ヶ沢駅 鯵ヶ沢駅 9 24 弘前l駅

弘前駅 13: 50 東能代駅 東能代駅 11 " 37 弘円IJ駅

弘前駅 15: 50 東能代旬、: 東能代駅 13: 50 弘前駅

弘前 駅 17: 20 深浦駅 鯵ヶ沢駅 15 : 47 弘前駅

弘円IJ駅 18: 40 鯵ヶ沢駅 五所川原駅 16: 42 弘前駅

青森 駅 19 " 21 深浦駅 深浦駅 17 : 49 弘円IJ駅

弘前駅 21 : 21 鯵ヶ沢駅 鯵ヶ沢駅 18 : 41 弘前駅

東能代駅 20: 40 弘前駅

弘前一東京間最短 到達時聞が 5時間31分に。

問い 合わせ JR五所川原駅 宮 35- 2 3 8 1 

JR五所川原駅びゅう プラザ 宮 34- 5 3 6 6 

書 名 著者名

島 由 キ己 夫 イ云 自兄
タケ オ

奥野健男

金 子 み す つ の 生 j舌 矢崎節夫

強E 本'.ニ目ー、 庵 ヰ初 圭ロ五口 山本夏彦

風目で読む漂白詩人
オオ ホシ ミツ フミ

大星光史

上 ，毎 胡桃沢耕史

車月 霧 の 賊 j室田ふじ子

妖 星 イ云 ( 6 ・7) 半村 良

i蔓 才 病 棟 ビート たけし

t夫 楼 記 (上 ・下) 皆川博子

と か げ 吉本 ばなな

我 ヵt 老 1きt 佐藤愛子

本 徒 ー 然 草 (上・下) 橋 本 ごb
J口

昔ガヨカッタハズガナイ 山 中 』恒

1出 日央 る 現 イ吃 養老孟司

背女 4ー長〆 メ
アサ ト

の ス ス 泉 麻 人

電子立国日本の自叙伝 (1~ 4) 
ヒロン

相田 ;羊

本フk木 末 手iJ 全 集 (5・6) 
モリ

菜マ 事リiJ 3フFドJミド

中国のアウトサイダー 井 j皮律子

キ土 甫 の 方程 田川純三

年末、年始の、帰省・上京rIiス瞳益還E書露盈砂_，盛諸富鞍調融麗霊童
012月24日 -12月30日 (帰省)

東京(浜松凶Jパスターミナノレ)発一東北白動中道
21 : 00 

弘前清一五所川原駅前着
6 00 7 00 

0 1月 2日- 1月10日 (東京方面)

3'i.所川原駅前発弘前東北自動車道 j 野公副菜i
19 " 40 21 . 00 6 00 

。名古屋直行便 (l月 5 日 ~ l 月 6 日)

五所川原駅前発 弘前東北円動車道一首都I山iEl_.i-
16"15 17:30 

中央道1';神道 名古屋駅 名鉄パスターミナノレ新
7 " 30 

問い合わせ 弘南ノ《ス似権見光部宮 0172(27)0555

交通安全は家庭から

交通事故概‘ (平成 5f!苧;兄 llfJ201cl帥)
五所川原市交通安全対策協議会

県 内 1 JJ:所川原市管内

7，015 296 
(ー十 185) 1 (+2) 

1 33 4 
(ー 7) 1 (-6) 

8 . 5 3 4 337 
(+230) 1 (-2) 

( )件H立t-iij判長Jiヒ。

安 全はス ピー ドダ ウ ン と ゆ と り から
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